
平成２９年度 第２回 倉敷市環境審議会 

日時 平成２９年９月２７日（水）14:30～16:30

場所 倉敷市役所本庁舎 １０階 会議室 

１ 開会・あいさつ 

２ 議 事 

（１）第二次環境基本計画に係る実施計画の進捗状況等について

（２）倉敷市生物多様性地域戦略の進捗状況等について

３ その他 

４ 閉 会 
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環境基本計画に係る実施計画 
（平成２８年度実績及び平成２９年度以降の計画） 
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【実施計画シート】 
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倉敷市第二次環境基本計画 
～自然と人とが共生し 未来につなぐ 健全で恵み豊かな環境をめざして～ 

議事１－資料１ 



基
準
値

平
成
2
1
年
度

5
年
後

1
0
年
後

1
多
様
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
る
自
然
環
境
が
身
近
に
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合

3
2
.5
%

3
4
.0
%

4
5
%

5
6
%

2
身

近
な
自

然
を
守

る
活

動
を
行

っ
て
い
る
人

の
割

合
1
0
.9
%

8
.7
%

1
5
%

2
0
%

3
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
工
法
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
、
河
川
や
た
め
池
、
護
岸
等
の
工
事
件
数

(平
成

２
３
年

度
か
ら
の
工

事
累

積
件

数
)

6
件
/
年

2
8
件

4
0
件

1
0
0
件

1
公
園
や
街
路
樹
な
ど
の
身
近
な
緑
に
満
足
し
て
い
る
人
の
割
合

5
9
.8
%

6
3
.0
%

6
8
%

7
5
%

2
庭
木
や
生
垣
な
ど
の
身
近
な
緑
化
に
努
め
て
い
る
人
の
割
合

5
0
.3
%

4
4
.2
%

5
8
%

6
5
%

3
身

近
に
く
つ
ろ
げ
る
緑

や
水

に
あ
ふ
れ
る
場

所
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
人

の
割

合
4
3
.6
%

4
7
.4
%

5
4
%

6
6
%

1
地
域
の
個
性
や
生
活
・
文
化
を
活
か
し
た
景
観
づ
く
り
が
で
き
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合

3
8
.9
%

4
0
.2
%

4
5
%

5
0
%

2
歴
史
的
な
景
観
が
保
全
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合

4
5
.8
%

4
8
.3
%

5
4
%

6
5
%

3
身

近
な
生

活
環

境
の
中

で
の
眺

め
（
景

観
）
に
満

足
し
て
い
る
人

の
割

合
5
1
.8
%

6
0
.3
%

5
7
%

6
2
%

1
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
１
認
証
・
登
録
事
業
所
の
数

1
9
件

2
7
件

3
5
件

5
0
件

2
地
産
地
消
を
心
が
け
て
い
る
人
の
割
合

3
2
.1
%

2
5
.9
%

4
1
%

5
0
%

3
企
業
の
新
増
設
に
お
け
る
事
前
協
議
に
係
る
環
境
に
配
慮
し
た
計
画
の
割
合

1
0
0
%

1
0
0
%

維
持

維
持

1
日
頃
か
ら
水
環
境
の
改
善
を
意
識
し
て
行
動
し
て
い
る
人
の
割
合

2
3
.9
%

2
1
.4
%

5
0
%

7
5
%

2
身
近
な
河
川
・
用
水
路
が
き
れ
い
で
流
れ
豊
か
な
水
辺
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合

3
1
.2
%

3
4
.6
%

4
5
%

6
0
%

3
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

8
5
.5
%

9
1
.5
%

9
0
%

9
3
%

1
身
近
な
空
気
が
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
る
と
感
じ
る
人
の
割
合

4
0
.9
%

5
2
.1
%

5
5
%

7
0
%

2
大
気
環
境
の
基
準
値
（
１
日
平
均
値
）
を
超
過
し
て
い
る
日
数

2
2
日

0
日

1
5
日

1
0
日

3
通
勤
通
学
や
日
常
の
移
動
手
段
と
し
て
、
自
転
車
・
徒
歩
・
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
人

の
割
合

5
0
.3
%

4
5
.3
%

6
3
%

7
5
%

1
ご
み
が
無
く
ま
ち
が
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合

3
8
.4
%

5
1
.1
%

5
5
%

7
0
%

2
環

境
の
基

準
が
守

ら
れ
、
心

身
と
も
に
健

康
に
暮

ら
せ
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
人

の
割

合
5
4
.4
%

6
4
.8
%

6
7
%

8
0
%

1
ご
み
の
発
生
抑
制
に
配
慮
し
た
行
動
を
し
て
い
る
人
の
割
合

3
0
.6
%

2
6
.2
%

4
0
%

6
0
%

2
家
庭
ご
み
の
一
人
一
日
当
た
り
排
出
量
（
資
源
ご
み
除
く
）

5
5
3
ｇ

5
1
9
ｇ

4
9
5
ｇ

4
7
3
ｇ

3
事
業
ご
み
の
年
間
排
出
量

6
8
,1
4
0
ｔ

7
0
,3
8
3
ｔ

5
9
,8
7
1
ｔ

5
8
,0
9
6
ｔ

1
最
終
処
分
率
（
最
終
処
分
量
÷
ご
み
総
排
出
量
）

2
.4
%

1
.9
%

維
持

維
持

2
リ
サ
イ
ク
ル
率

4
7
.8
%

5
1
.5
%

5
2
%

5
4
%

1
家

庭
で
温

暖
化

対
策

「
グ
リ
ー
ン
く
ら
し
き
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
」に

取
り
組

ん
で
い
る
人

の
割

合
2
4
.6
%

1
8
.5
%

3
9
%

5
3
%

2
温

暖
化

対
策

「
グ
リ
ー
ン
く
ら
し
き
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
」に

取
り
組

ん
で
い
る
企

業
の
割

合
5
.5
%

－
－

5
0
%

8
0
%

3
市
全
域
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｃ
Ｏ
２
）の

削
減
割
合
（２

０
０
７
年
度
比
）

３
９
，
５
７
３
千
ｔ

【
Ｈ
１
９
】

1
2
.5
%
削

減
【
Ｈ
2
5
】

6
％
削
減

1
2
％
削
減

1
住

宅
用

太
陽

光
発

電
シ
ス
テ
ム
設

置
件

数
3
,8
5
2
件

1
5
,3
3
8
件

1
0
,0
0
0
件

2
8
,0
0
0
件

2
公

共
施

設
の
太

陽
光

発
電

シ
ス
テ
ム
設

置
ｋ
ｗ
数

9
0
ｋ
ｗ

6
3
9
.4
ｋ
ｗ

2
5
0
ｋ
ｗ

5
0
0
ｋ
ｗ

1
「
も
っ
た
い
な
い
」
意

識
を
共

有
し
て
い
る
社

会
が
出

来
て
い
る
と
思

う
人

の
割

合
6
.0
%

5
.8
%

1
2
%

3
0
%

2
環

境
学

習
等

で
学

ん
だ
こ
と
を
、
日

常
生

活
の
中

で
実

践
し
て
い
る
人

の
割

合
4
.0
%

4
.2
%

1
0
%

2
0
%

1
自

然
が
か
け
が
え
の
無

い
大

切
な
も
の
だ
と
感

じ
て
い
る
子

ど
も
の
割

合
7
1
.7
%

7
9
.9
%

8
0
%

9
5
%

2
「
も
っ
た
い
な
い
」
意
識
を
持
ち
、
物
を
大
切
に
し
て
い
る
子
ど
も
の
割
合

3
1
.4
%

4
4
.8
%

4
5
%

6
5
%

3
自

然
に
ふ
れ
る
活

動
に
参

加
し
て
い
る
子

ど
も
の
数

1
4
,5
3
7
人

1
4
,5
4
3
人

1
7
,5
0
0
人

1
9
,7
0
0
人

平
　
成

　
２
　
８
　
年

　
度

　
指

　
標

　
・
　
め
　
ざ
　
そ
　
う
　
値

　
進

　
捗

　
状

　
況

N
o
.

基
本
目
標

分
野
別
目
標

設
定
指
標

平
成
２
8
年
度

実
績

傾
向

＊
め
ざ
そ
う
値

1

環 境 と 地 域 の 社 会 ・ 経 済 と の 調 和 が 保 た れ 、

　 豊 か な 自 然 と 魅 力 的 な 景 観 を 有 し て い る ま ち

1
多
様
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
を
推

進
し
ま
す

2
ま
ち
の
緑
化
を
推
進
し
、
う
る
お
い
と
安
ら

ぎ
の
あ
る
生
活
空
間
の
形
成
を
目
指
し

ま
す

3
瀬
戸
内
海
と
高
梁
川
の
恵
み
を
生
か

し
、
伝
統
に
根
づ
い
た
風
格
の
あ
る
美
し

い
倉
敷
の
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

4
環

境
と
経

済
の
好

循
環

の
創

出
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す

2

水 と 空 気 と 大 地 が き れ い で 、

安 心 し て く ら せ る ま ち

1
良
好
な
水
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す

2
ク
リ
ー
ン
な
大
気
環
境
の
保
全
に
努
め
ま

す

3
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
の
実
現
に
努

め
ま
す

3

３ R が 徹 底 さ れ 、 循 環 型 社 会 が 形 成 さ

れ た ま ち

1
生
産
、
消
費
段
階
を
含
め
た
「
ご
み
」
そ

の
も
の
の
排
出
抑
制
を
推
進
し
ま
す

2
廃
棄
物
の
減
量
化
・
資
源
化
の
推
進

及
び
適
正
処
理
に
努
め
ま
す

4

地 球 温 暖 化 対 策 の 取 組 に よ り 、 低 炭

素 社 会 が 形 成 さ れ た ま ち

1
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取
組
を
推
進
し

ま
す

2

地
域
特
性
を
活
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
積
極
的
利
用
に
よ
り
、
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
型
の
社
会
を
目
指
し
ま

す

5

市 民 一 人 ひ と り が 、 環 境 意 識 を 持 ち

行 動 す る ま ち

1
環
境
教
育
・
環
境
学
習
を
推
進
し
、
環

境
意
識
を
持
ち
行
動
で
き
る
人
を
増
や

し
ま
す

2
次

世
代

を
担

う
子

ど
も
た
ち
へ
の
環

境
教

育
を
充
実
し
、
行
動
で
き
る
人
を
育
て
ま

す

＊
傾

向
の

見
方

：
め
ざ
そ
う
値

に
順

調
に
近

づ
い

て
い
る

計
画

策
定

時
よ
り
良

好
に
な
っ
て
い
る

め
ざ
そ
う
値

か
ら

遠
ざ
か

っ
て
い
る

1



　●基本目標１　環境と地域の社会・経済との調和が保たれ、豊かな自然と魅力的な景観を有しているまち

◆分野別目標１：多様な自然環境を保全し、自然とのふれあいを促進します。

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

自然史博物館

環境政策課

新規 環境政策課

新規 継続 市民活動推進課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 真備支所

関係各課

環境政策課

事業の概要施策ＮＯ．

倉敷用水を中心とした、幅約22m、往復約600mの緑道と、芝
生広場を備えた緑地からなる約2.1ｈaの水と緑豊かな潤いと
憩いの空間である「倉敷みらい公園」の維持管理を実施し
た。

継続実施

「ツツジ山再生プロジェクト」
旧帯江銅山跡地の「ツツジ山」を復活させる
活動を通して、市民の交流を活性化する。

倉敷市環境学習センターや岡山県、大阪市立自然史博物館の
観察会等の開催を援助した。

「倉敷みらい公園」維持管理

Ｈ３０年度計画

継続実施

継続実施

継続実施

「里山の整備と絶滅が危惧される湿生の野生
生物保護」 未定

Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績 Ｈ３１年度計画

維持管理

【基本方針】：身近な自然環境の保全・再生に努め、地域の自然環境を豊かにしていくために、地域固有の生態系の確保、野生動植物の種の保存など生物多様性の確保を図り、地域の特性に合わせて、森林・農地・水
辺地等における多様な自然環境を体系的に保全・再生するとともに、人と自然のふれあいを確保・推進します。

継続

・自然環境に配慮した公共工事実施（5件）
・市土木職員を対象に環境配慮型公共事業研修を1回実施

自然観察会等の実施

地区住民のスポーツレクリエーションの場となる近隣公園と
して、また海と港をコンセプトとした公園である「玉島みな
と公園」の維持管理を実施した。

「玉島みなと公園」維持管理

水質表示看板による溜川の水質の啓発及びごみ回収船による
清掃活動を実施した。

継続 継続実施

・市民が幅広く参加できる自然観察会、講座等を開催した。
（総数56件）
・「自然史博物館友の会」による自然観察会等の開催を援助
した。（友の会主催観察会・講座総数14件）

市民環境団体への支援を通じて、観察会
や環境保全活動を協働で実施する

●貴重な自然環境を保
全・再生する
●私たちが憩い、安ら
げる親水性の高い水辺
空間の保全・整備を進
める
●公共工事を実施する
際は、野生動植物の生
息状況に配慮した工事
を行う

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

No.111
身近な自然と
水辺の保存

「まび水辺の楽校」維持管理
（空き缶やごみの回収、巡回パトロールを毎月実施）

「水島中央公園再整備」工事実施
（芝生広場・西エントランス広場等の整備）

継続自然環境に配慮した公共工事を推進する

継続実施

・自然環境に配慮した工事実施
・環境配慮型公共事業研修会実施

人びとが憩い安らげる、自然環境・水辺
空間を保全・整備する

「まび水辺の楽校」維持管理 維持管理

水島中央公園を緑あふれる公園にリニューアルすることによ
り、地域に安心と安らぎのある空間を提供できるよう緑あふ
れる公園として再整備する。(H27年度は既存の噴水の取り壊
し等を実施、H28年度に噴水広場・センター広場は完成予定)

継続

・水質表示看板による溜川水質の啓発
・ごみ回収船による清掃活動

「ツツジ山再生プロジェクト」
旧帯江銅山跡地の「ツツジ山」を復活させる活動を通して、
市民の交流を活性化する。

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ H２７年度 Ｈ３２年度 

1 
多様な生き物が生息している自然環境が身近にあると

感じている人の割合 
32.5% 32.6% 34.0%  ４５％ ５６％ 

2 身近な自然を守る活動を行っている人の割合 10.9% 8.0% 8.7%  １５％ ２０％ 

3 
自然環境に配慮した工法により整備された、河川やた

め池、護岸等の工事件数（H23~H32 年度の積上げ件数） 
６件/H21 年度 25 件 28 件  ４０件 １００件 

 

実施計画部分実績部分

＜シートの見方＞

Ｈ２８年度に実施した事業の主な実績を記載しています。

施策の進捗状況を測る「ものさ

し」として設定した指標です。

計画策定時に市民アンケートや事業実

績により把握した数値です。

Ｈ２８年度に市民アンケートや事業実績に

より把握した数値です。

指標の基準値からの傾向を「くらいふ」で示しています。

凡例：

「めざそう値」へ近づいています

計画策定時より良好になっています

「めざそう値」から遠ざかっています

５年後及び１０年後の目標値：「めざそう値」です。

Ｈ２９年度からの「新規」事業か、２８年

度以前からの「継続」事業か等を示してい

ます。
２９年度以降の実施計画を記載しています。
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　●基本目標１　環境と地域の社会・経済との調和が保たれ、豊かな自然と魅力的な景観を有しているまち

◆分野別目標１：多様な自然環境を保全し、自然とのふれあいを促進します。

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

自然史博物館

環境政策課

新規 終了 環境政策課

継続 継続 市民活動推進課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 真備支所

関係各課

環境政策課

維持管理完了予定

「まび水辺の楽校」維持管理

継続実施

維持管理

継続実施

継続実施

終了

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

No.111
身近な自然と
水辺の保存

「まび水辺の楽校」維持管理
（空き缶やごみの回収、巡回パトロールを毎月実施）

「水島中央公園再整備」工事実施
（芝生広場の整備工事が完了予定）

Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績

水島中央公園を緑あふれる公園にリニューアルすることによ
り、地域に安心と安らぎのある空間を提供できるよう緑あふ
れる公園として再整備する。(Ｈ２８年度は、噴水広場及び
センター広場の整備工事が完了)

継続

・水質表示看板による溜川水質の啓発
・ごみ回収船による清掃活動

・自然環境に配慮した工事実施
・環境配慮型公共事業研修会実施

人びとが憩い安らげる、自然環境・水辺
空間を保全・整備する

事業の概要施策ＮＯ．

倉敷用水を中心とした、幅約２２m、往復約６００mの緑道
と、芝生広場を備えた緑地からなる約２.１ｈaの水と緑豊か
な潤いと憩いの空間である「倉敷みらい公園」の維持管理を
実施した。

継続実施

「ツツジ山再生プロジェクト」
旧帯江銅山跡地の「ツツジ山」を復活させる
活動を通して、市民の交流を活性化する。

倉敷市環境学習センターや岡山県の観察会等の開催を援助し
た。

「倉敷みらい公園」維持管理

Ｈ３１年度計画Ｈ３０年度計画

「里山の整備と絶滅が危惧される湿生の野生生物保護」

【基本方針】：身近な自然環境の保全・再生に努め、地域の自然環境を豊かにしていくために、地域固有の生態系の確保、野生動植物の種の保存など生物多様性の確保を図り、地域の特性に合わせて、森林・農地・水
辺地等における多様な自然環境を体系的に保全・再生するとともに、人と自然のふれあいを確保・推進します。

継続

・自然環境に配慮した公共工事実施（３件）
・市土木職員を対象に環境配慮型公共事業研修を１回実施

自然観察会等の実施

地区住民のスポーツレクリエーションの場となる近隣公園と
して、また海と港をコンセプトとした公園である「玉島みな
と公園」の維持管理を実施した。

「玉島みなと公園」維持管理

水質表示看板による溜川の水質の啓発及びごみ回収船による
清掃活動を実施した。

継続 継続実施

・市民が幅広く参加できる自然観察会、講座等を開催した。
（総数５０件）
・「自然史博物館友の会」による自然観察会等の開催を援助
した。（友の会主催観察会・講座総数１２件）

市民環境団体への支援を通じて、観察会
や環境保全活動を協働で実施する

●貴重な自然環境を保
全・再生する
●私たちが憩い、安ら
げる親水性の高い水辺
空間の保全・整備を進
める
●公共工事を実施する
際は、野生動植物の生
息状況に配慮した工事
を行う

継続実施

「ツツジ山再生プロジェクト」
旧帯江銅山跡地の「ツツジ山」を復活させる活動を通して、
市民の交流を活性化する。

継続自然環境に配慮した公共工事を推進する

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ H２７年度 Ｈ３２年度 

1 
多様な生き物が生息している自然環境が身近にあると

感じている人の割合 
32.5% 32.6% 34.0%  ４５％ ５６％ 

2 身近な自然を守る活動を行っている人の割合 10.9% 8.0% 8.7%  １５％ ２０％ 

3 
自然環境に配慮した工法により整備された、河川やた

め池、護岸等の工事件数（H23~H32 年度の積上げ件数） 
６件/H21 年度 ２５件 ２８件  ４０件 １００件 
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績事業の概要施策ＮＯ． Ｈ３１年度計画Ｈ３０年度計画

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 農林水産課

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 環境政策課

No.112
希少野生生物
の生息・生息
環境の保全

継続

生物多様性地域戦略推進のための啓発事業と
して富士通株式会社の支援を受け、携帯フォ
トシステム・クラウドサービスを利用した市
内の生き物調査を実施する。

継続実施

・倉敷市生物多様性審議会開催
・生物多様性地域戦略推進庁内会議開催

スイゲンゼニタナゴ等の希少野生動植物の調
査を実施

推進

No.113
自然とのふれ
あいの促進

●希少野生生物の生
息・生育環境の保全を
行い、種の保存に努め
る
●絶滅の恐れのある野
生動植物の分布や生息
状況などを把握する
●生物多様性地域戦略
を策定し、市内の生物
多様性の確保に努める
●外来生物に関して、
関係機関と連携し、生
息実態の調査・情報収
集を行い、情報提供や
知識の普及を促進する

●さまざまな場面で自
然とふれあえる場の整
備と、自然と関わる機
会の提供に努める
●地域の生き物とのふ
れあいや自然体験を支
えていく人材の充実に
努める

・自然環境研修会等を２回実施した。
・連絡会議や定期的な報告書により、市内自然環境の状況、
外来生物侵入の状況について情報収集を行った。

継続実施

希少野生生物の生息の可能性がある地域の公共工事を把握
し、必要に応じて環境省や専門家と協力して、配慮工事を要
請した。（調査・協議・対策を８回実施）

生物多様性地域戦略推進のための啓発事業として富士通株式
会社の支援を受け、携帯フォトシステム・クラウドサービス
を利用した市内の生き物調査を実施した。平成２８年度はカ
ワセミに限定して実施し、１０２件の投稿があった。

ミズアオイ自生地の整備・管理

ジャンボタニシの防除対策について、HPや広
報紙等で情報提供

継続実施

継続実施

生物多様性エコツアーを推進するため、エコ
ツアー実践講座等を実施する。 推進

継続実施
ジャンボタニシの防除対策について、ＨＰや広報紙等で情報
提供

ミズアオイ群生地の保全活動：
ヌートリア食害防護フェンスの設置など、ミズアオイ自生地
の整備・管理に協力した。市民に対して種まき会等の啓発活
動を行った。

生物多様性地域戦略推進委員会（委員１１人）を設置し、会
議を１回実施した。

高梁川流域圏域において、生物多様性エコツアーを推進する
ため、エコツアーの開催に関心のある個人・団体に対し、実
践的な講習会を実施した。

スイゲンゼニタナゴ個体群の保全：
自然保護団体等と協力して工事実施等に伴い、保全に関する
協議・保護移動を実施した。（４件）

継続

自然保護団体、地域住民と協力し、スイゲン
ゼニタナゴの保護活動を推進する。
（淡水魚に関する出前講座実施。工事実施に
伴う保全に関する協議・保護移動を実施）

生物多様性地域戦略策定のための啓発事
業として、市民から市内の生き物の情報
収集をする

希少野生動植物保全の普及啓発及び地域
住民と協働しての環境保全活動の実施

生物多様性戦略の取り組み

希少野生動植物の分布や生息状況を把握
する

探鳥コース・巨樹の維持管理

野草園の維持管理を実施した。 野草園の維持管理実施

巨樹説明用看板設置
・自然保護監視員や市民からの情報をもとに巨樹・老樹等の
調査を実施した。

種松山野草園の管理運営

継続

生物多様性地域戦略推進のための啓発事業と
して富士通株式会社の支援を受け、携帯フォ
トシステム・クラウドサービスを利用した市
内の生き物調査を実施する。

【再掲No.112】生物多様性地域戦略推進のための啓発事業と
して富士通株式会社の支援を受け、携帯フォトシステム・ク
ラウドサービスを利用した市内の生き物調査を実施した。平
成２８年度はカワセミに限定して実施し、１０２件の投稿が
あった。

環境政策課

・高梁川河原で水生生物調査などの観察を行
う。
・磯（海辺）で水生生物調査などの観察を行
う。

外来生物の駆除対策等を実施する

水辺教室・海辺教室等の水生生物調査

自然環境研修会の実施など

誰もが手軽に海の水質や生物環境を評価できる「瀬戸内海の
海岸生物調査マニュアル」の提供・活用を行った。

継続

継続

環境政策課継続実施継続自然保護監視員の委嘱

環境政策課継続実施

完成版マニュアルの提供・活用

・高梁川河原で水性生物調査などの観察を行った。
（参加者３８人）
・磯（海辺）で水生生物調査などの観察を行った。
（参加者３０人）

継続実施

継続実施

4



　●基本目標１　環境と地域の社会・経済との調和が保たれ、豊かな自然と魅力的な景観を有しているまち

◆分野別目標２：まちの緑化を推進し、うるおいと安らぎのある生活空間の形成をめざします

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

保育・幼稚園課

教育企画総務課

教育施設課

農林水産課

農林水産課

Ｈ３１年度計画Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績

街路樹管理の実施（市道の街路樹や緑地の剪定・害虫防除を行い、良好
な道路環境の維持を行った。１３４路線・９５km）

松くい虫予防

不要樹木を市営苗圃で管理し、引き渡しを実施（３３０本）

公共施設のブロック塀を生垣に更新す
る

公共施設の壁面緑化等を推進する

森林等の緑を保全するとともに、ふれ
あいの場を整備維持管理する

・幼稚園庭の芝生の維持管理を行った。（Ｈ２８末現在：累計３園）

・小学校庭の芝生化（本荘小学校・薗小学校）及び維持管理を行った。
（Ｈ２８末現在：累計１４校）

・学校・園の壁面緑化（市立学校・幼稚園計１４４校園で実施）

継続実施

不要樹木を市営苗圃で管理し、引き渡す。

継続

継続

継続実施

【基本方針】：うるおいと安らぎのある生活空間を形成するために、都市公園の整備や街路樹の設置など、良好な都市環境の整備に努
めるとともに、まちの緑化にあたっては、公共の場所だけでなく、遊休地の活用など民有地の緑化も推進します。
多様な機能を持つ緑地を維持・創出していくために、市民・事業者・行政が連携し、それぞれの立場で緑化を推進し、うるおいと安らぎ
のある生活空間の形成をめざします。

継続

施策ＮＯ．

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

・保育園及び認定こども園庭の芝生維持管理を行った。（Ｈ２８末現
在：累計１３園）

地域との協働により緑の保全を推進す
る

No.121
緑の保全 不要樹木のリサイクルを推進する

●まちの緑と市街地周
辺の森林・農用地、河
川・海浜の緑を保全す
る
●個人や法人が所有す
る樹木等が不要になっ
た場合はリサイクルで
きるよう配慮する

街路緑地帯等の適正管理

事業の概要

・保育園庭の芝生化(大内保育園)及び芝生
維持管理

・小学校庭の芝生化（倉敷西小学校・玉島
小学校・旭丘小学校）及び維持管理

継続実施

継続実施

計画的実施

継続実施

継続実施

ふれあいの森、美しい森の美化・維持管理を実施した。
・ふれあいの森管理（１６．３９ha）
・倉敷美しい森管理（１．８７ha）
・真備美しい森管理（６．００ha）
・愛宕山公園管理（３．６０ha）

松くい虫予防対策として、薬剤散布や被害木の伐倒を実施（薬剤散布１
３ha、伐倒１７０㎥）

継続

街路樹管理の実施

地元団体等と協力して、国立公園の管理を行った。（鷲羽山、王子が
岳、由加山、通仙園の園地清掃・剪定等を実施）

大高小学校で実施

地元団体等と協力して、国立公園の管理を
行う。

・幼稚園庭の芝生の維持管理

・学校・園の壁面緑化

本荘小学校の生垣化を実施

継続

継続

・ふれあいの森管理
・倉敷美しい森管理
・真備美しい森管理
・愛宕山公園管理

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ H２７年度 Ｈ３２年度 

1 公園や街路樹などの身近な緑に満足している人の割合 59.8% 65.7% 63.0% 

 

68% 75% 

2 庭木や生垣などの身近な緑化に努めている人の割合 50.3% 47.6% 44.2% 

 

58% 65% 

3 身近にくつろげる緑や水にあふれる場所があると感じている人の割合 43.6% 44.9% 47.4% 

 

54% 66% 
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課Ｈ３１年度計画Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績施策ＮＯ． 事業の概要

継続 継続 継続実施 公園緑地課

継続 継続 継続実施 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

環境政策課

継続 継続 農林水産課

継続 終了 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 公園緑地課

継続 継続 適正な管理の実施 継続実施

新規 継続

継続 継続 適正な管理の実施 継続実施 健康長寿課

継続 継続 公園緑地課

公園緑地課

・花と緑あふれるまちづくり事業
フラワーロード事業、もてなし花壇事業、
地区花いっぱい事業など
・緑化推進員の設置

維持管理

公園緑地課

継続実施

水島中央公園芝生広場の再整備

交付金分（４０公園８９施設）、単独分
（１６公園２８施設）の更新及び単独分
（４２公園４２施設）の補修を行う。

策定完了

花と緑あふれるまちづくり事業
・フラワーロード事業（倉敷中央通り、鷲羽山通り、水島商店街通りに
フラワーボックス　約１，９０５個を設置）
・もてなし花壇事業（公共施設、JR駅等にフラワーボックス約２，０３
８個を設置）
・地区花いっぱい事業（事業に申込のあった団体に花苗を無料配付し、
花壇の維持管理等の活動を実施：団体数１２３団体）
・花の銀行活動実施（４９支店で花の種子配付　配付数１５，０００
袋）
・緑化推進員の設置（推進員２５人に対して連絡会を開催し、意見交換
を行うとともに緑化の勉強会等を実施し知識向上を図った。）

倉敷市花いっぱいコンクール実施
　家庭や職場・学校・自治会等で四季折々に育てられた花と緑の優秀な
花壇を顕彰し、普及啓発と市民参加による都市緑化の推進を図ることを
目的に実施した。（６９件の応募、２８件表彰）

継続実施

完了予定公園の計画的な整備

都市公園の適正な管理

緑の基本計画策定に伴い緑化率の設定を検討

緩衝緑地の維持管理

耕作放棄地の再生作業への助成
　国の交付金で対応できない農地に対する再生利用活動に対し補助金を
交付（再生作業、土壌改良等補助 １３８ha）

・生垣補助（補助件数６件）
・記念樹の配付（結婚及び誕生記念に苗木配付１，０９４本）
・花の苗、種の配付（花いっぱい運動や緑化フェアや環境イベント等で
配付）
・花壇設置補助（補助件数１件）

【再掲No.111】水島中央公園再整備

高齢者の生きがい対策として公園等の清掃管理委託実施（２９０箇所）

県への維持管理費負担金（水島緩衝緑地事業費負担金）

適正な管理の実施（公園内の清掃、草取り、樹木剪定・防除など　都市
公園７７９箇所・遊園２５７箇所）

公園施設長寿命化計画に基づき更新等工事
酒津公園大型複合遊具更新
酒津公園木橋更新など

市民に身近な公園等の整備・管理を行
う

継続実施

新設整備　浦田黒山公園等
施設改善　庄公園ほか
　　（トイレ改修・防球ネット設置等）

継続実施

継続実施

緑の基本計画策定に伴い緑化率の設定を検
討

耕作放棄地の再生作業等に対して助成
を行う

緑化団体等との協働により、啓発事業
を推進する

市民（地域）との協働により、まちの
緑化を推進する（緑化推進員、花の銀
行、地区花いっぱい団体）

耕作放棄地の再生への補助金交付

・生垣補助
・記念樹の配付
・花の苗、種の配付

継続実施

・花壇設置補助
花と緑あふれるまちづくりを目指すため、
市の定める要件を満たして新設する花壇に
助成を行う。

継続

No.122
緑化の推
進

緑化率の設定を行う

●公共施設の屋上や壁
面等の緑化を推進する
●市民全体の活動を支
援し、住宅等民有地や
工場、事業所、遊休地
等の緑化を図る
●緑化の基準・指標と
なる緑化率の設定を行
う

市民等の緑化実施に対して、支援・助
成を行う

No.123
都市公園
等の整備

くらしき都市緑化フェア等を実施（１０月に講演会、緑化ポスターコン
クール、緑化相談、花の種子及び苗配付等を実施　２，２６６人参加）

・新設整備（浦田黒山公園、水玉ふれあい公園）
・施設改善（松島公園ほか１３箇所）

●公園緑地等の適正な
整備を進める
●公園の規模・性格を
ふまえ、計画的な整備
及び適正な管理を行う

くらしき都市緑化フェア等を実施

継続 継続実施

県への維持管理費負担金

倉敷市花いっぱいコンクール実施
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　●基本目標１　環境と地域の社会・経済との調和が保たれ、豊かな自然と魅力的な景観を有しているまち

◆分野別目標３：瀬戸内海と高梁川の恵みを生かし、伝統に根づいた風格のある美しい倉敷の景観づくりを推進します

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

継続 継続 都市計画課

継続 継続 都市計画課

継続 継続 都市計画課

文化財保護課

継続 継続
まちづくり推
進課

継続 継続 都市計画課

継続 継続 都市計画課

新規 終了 都市計画課
・倉敷市中心市街地の景観について維
持・向上を図る

倉敷中央通りや阿知鶴形地区などの景観を維持向上させる
ために、どのような方法が適しているのか調査検討を行っ
た。

・景観形成重点地区候補地において地
区整備計画を策定する

現在の４地区（倉敷駅周辺地区・下津井周辺地区・旧玉島
港周辺地区・酒津地区）の候補地について、随時策定

現在の４地区（倉敷駅周辺地区・下津井周辺地区・旧玉島港周辺地
区・酒津地区）の候補地について、随時策定

継続実施

建築物等の新築・増改築など歴史的な
町並み景観の保存を図るために必要な
助成・支援等を行う

継続

旧街道沿いの町家のﾌｧｻｰﾄﾞ整備補助実施（建築物修景１件） 旧街道沿いの町家のﾌｧｻｰﾄﾞ整備補助実施 継続実施

倉敷市まちづくり基金事業
　古くなった町家・古民家を、地域のまちづくり活動や賑
わいの拠点等として再生整備する事業に対して、まちづく
り基金を活用して支援を行った。
　町家・古民家の再生整備に対する補助（５件）

倉敷市まちづくり基金事業
　倉敷美観地区及び児島・玉島の町並み保存地区の周辺並びにこれ
らの地区等、倉敷市内全域に存在する、地域の歴史と文化を継承す
る貴重な町並みを守るとともに、地域の魅力の向上や、賑わいの創
出等のまちづくり活動を支援する。

継続実施

伝統建地区等修理修景補助
・伝統的建造物群保存地区内の建物の修理修景に対する補
助（５件）
・伝統美観地区内の建物の修理修景に対する補助（１件）
・玉島町並み保存地区内の建物の修理修景に対する補助
（３件）

継続 伝建地区等修理修景補助 継続実施

市民への普及啓発を推進する

・景観絵画展として、倉敷市内の小中学生を対象に、倉敷
市内の大好きな景色やこんな街になってほしいと願う風景
をテーマに募集し、２８年度は、小学校から９６点、中学
校から５１点の応募があり、会場では、入賞作品を中心に
展示した。（展示期間１１月２８日～１２月２日）
・魅力的な景観まちづくりの推進に向けて、「景観まちづ
くり教育」についてHPに掲載

・景観絵画展の実施
・ＨＰ等で普及啓発推進 継続実施

Ｈ３０年度計画 Ｈ３１年度計画

No.131
景観資源等
の保全・活
用・整備に
努めます

●景観に関する普及
啓発を行う
●個々の景観資源を
保全・活用するため
に必要な助成・支援
等を行う。
●地域・地区単位で
の景観形成を推進す
る

景観形成重点候補リストの作成など景
観形成に係る情報の整備を行う

景観に係る情報整備の実施 情報整備実施 リスト作成随時

Ｈ２９年度計画

所有者・管理者との協議を通じて、
個々の景観資源の保全活用等に関する
計画を作成する

・市民との協働や市民からの提案により、景観資源の実態
調査を実施し、景観資源を発掘
・所有者、管理者と協議して景観法に基づく景観重要建造
物・景観重要樹木として指定

協議の実施、計画策定を随時行う 継続実施

【基本方針】：瀬戸内の温暖な気候と豊富な水量に恵まれた高梁川にはぐくまれた自然と、伝統ある歴史、文化が織りなす美しい景観
は、本市の魅力であり、今後も歴史的資産を活用するとともに、自然環境と調和した都市美を保全・創出して行きます。
　先人達が守り、育て、つくりあげてきたかけがえのない自然、歴史・文化を継承するとともに、人びとの五感、記憶を通じて、ふるさと
景観として共感できる倉敷市の姿として将来に伝えていきます。
　地域の特性を活かした固有の美を尊重した生活環境の創造を目指し、風格のあるいきいきとした都市景観の形成に努めていきま
す。都市景観の形成においても、将来に環境負荷を残さない持続可能なまちづくりに資するよう、自然環境に配慮しつつ、うるおいの
ある緑豊かで快適な景観づくりを進めていきます。

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策ＮＯ． 事業の概要 Ｈ２８年度実績

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 地域の個性や生活・文化を活かした景観づくりができていると思う人の割合 38.9% 45.1% 40.2% 

 

45% 50% 

2 歴史的な景観が保全されていると感じている人の割合 45.8% 48.3% 48.3% 

 

54% 65% 

3 身近な生活環境の中での眺め（景観）に満足している人の割合 51.8% 55.4% 60.3% 

 

57% 62% 
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課Ｈ３０年度計画 Ｈ３１年度計画Ｈ２９年度計画施策ＮＯ． 事業の概要 Ｈ２８年度実績

継続 継続 都市計画課

継続 継続 都市計画課

継続 継続 都市計画課

継続 継続 都市計画課

継続 継続 都市計画課

継続 継続 都市計画課継続実施

倉敷市屋外広告物条例により、周辺の
景観を阻害しないよう、かつ、町並み
の魅力を高めるよう取り組む

・屋外広告物の手引きやパンフレットを作成し、周知を実
施
・違反広告物の実態調査を実施し、屋外広告物の是正効果
の検証を行った。
・簡易除去作業（はり紙８６０件、立看板１４件）

・屋外広告物の手引きやパンフレットによる周知
・違反広告物の実態調査の実施
・簡易除却作業の実施

継続実施

継続実施

より強化した景観基準を定め、地域特
性に応じた景観形成を推進するための
規制誘導を行う

・景観形成重点区域における「景観形成基準」の策定案を
検討中である。
・建築物等の形態意匠、屋上工作物等に関する基準、建築
物等の最高高さ制限に関する基準について検討中である。

景観形成重点区域における「景観形成基準」の策定 継続実施

継続実施

倉敷川畔美観地区周辺眺望保全計画の
位置づけ

美観地区周辺の眺望を保全するため、景観計画に眺望保全
計画を位置づけ、特定届出対象行為として変更命令等が行
える制度の充実を図る。
平成２７年度より運用を開始した。(平成２８年度対象建築
物案件５件）

美観地区周辺の眺望を保全するため、景観計画に眺望保全計画を位
置づけ、特定届出対象行為として変更命令等が行える制度を運用す
る。

継続実施

No.132
眺望を保全
するための
施策の強
化・充実化
を図ります

●景観に大きな影響を
及ぼす大規模建築物
や開発行為等を対象
に、事前の届出制度
や協議制度について
充実をはかります
●風景や町並みに大
きな影響を及ぼすもの
について、建築物の高
さやデザイン、色彩、
屋外広告物等につい
て規制基準を定め、本
市の景観形成の強化・
充実化を図る

倉敷市景観条例に基づく届出制度の徹
底を図る

・届出制度リーフレットによる周知を実施
・届出件数　建築物５９件（+事前協議４５件）
・都市景観審議会定例会を６回と全体会議を１回開催し、
大規模な建築物の新築４５件について、審議会に諮問し
た。

・事前協議を積極的に求め、出来るだけ早い段階で指導し、景観誘
導の実効性を高める。
・大規模な建築物の新築については、都市景観審議会を定期開催
し、全て調査審議することにより、確実な景観誘導を図る。

広告物の景観形成の配慮指針を定める 配慮指針を検討中である。 調査・計画整備等

広告物の大きさ、量、設置箇所等の基
準や禁止地域等ゾーニングの見直しを
検討する

広告物の大きさ、量、設置個所等の基準やゾーニング等の
見直しを検討中である。

基準やゾーニング等の見直しを検討
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　●基本目標１　環境と地域の社会・経済との調和が保たれ、豊かな自然と魅力的な景観を有しているまち

◆分野別目標４：環境と経済の好循環の創出により、地域の活性化を目指します

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

継続 継続 環境政策課

環境政策課

関係各課

観光課

商工課

市民活動推進課

環境政策課

中央図書館

環境政策課

環境政策課

子育て支援課（児
童クラブ）

中央図書館２階のビジネスサポートコーナーに、企業のＣＳＲ
報告書を置き、閲覧・貸出用に提供

中央図書館２階のビジネスサポートコーナーに、企業のCSR報
告書を置き、閲覧・貸出用に提供

アダプト・プログラム（アダプト・サインやボランティア保険
への加入、ほうきやごみ袋等を支給：活動企業 三菱自動車ロ
ジテクノ㈱、伊澤洋行㈱、パソナ岡山倉敷支店など）

継続

緑のカーテン推進のため、企業にゴーヤ、アサガオの種を配布

公共施設等の屋根及び土地貸しによる太陽光発電システム設置
　　○粒江小学校児童クラブ（落成）
　　計６施設　発電能力合計２０２.４kＷ

Ｈ３１年度計画

継続

継続

倉敷市地球温暖化対策実行計画（区域
施策編）の＜クールくらしき80＞プロ
ジェクトを計画的に推進する

企業にゴーヤ、アサガオの種を配布

・環境学習センターエコギャラリーにおいて、水島地域、企業
の取組をパネル展示等により紹介
・環境関連のイベントで企業出展ブースを設けることで企業の
環境保全活動への促進を図った。

・企業と連携した環境学習講座の開催
・環境関連イベントで企業ブースの設置

イオンとの地域貢献包括連携

大規模小売店舗届出店舗に対して、環境配慮への地域貢献を促
進

「プロジェクト２：中小事業者の環境経営支援」の計画的な推
進
・中小事業者向け、くらしき省エネセミナーを開催
・倉敷市環境保全協定等を活用した省エネ、省CO2対策など

【基本方針】：技術的イノベーションや低炭素型への構造転換などの事業者の取り組みと、その後押しを担う行政の施策を効果的
に組み合わせていくことで、環境保全と産業・経済の持続的な発展を目指し、雇用の維持創出・地域経済の活性化を図っていきま
す。環境保全を企業の社会的責任と位置付け、環境関連技術の開発・向上や環境投資による環境配慮型経営を促進します。地
域と産業とが連携・協力することにより、環境と地域の社会・経済との調和が保たれた持続可能な社会の実現を目指します。

Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績

継続実施

施策ＮＯ．

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

継続実施

・エコアクション２１地域事務局　岡山県環境保全事業団の運
営委員会に参加
・中小企業向けの省エネセミナー等で制度説明実施
・市内のエコアクション２１認証登録事業者に対する更新補助
制度開始
・認証登録を希望する事業者を支援するため、認証取得研修会
を実施

●事業者のエコアク
ション２１への積極的
な取組の促進を行う
●倉敷市地球温暖化対
策実行計画（区域施策
編）の＜クールくらし
き80＞プロジェクトを
推進する
●事業者の環境に関す
る地域貢献活動の促進
を図る
●グリーン購入や地産
地消の普及啓発を推進
する

No.141
事業者の環境
対策や環境関
連ものづくり
の促進

「プロジェクト２：中小事業者の環境経営支援」の計画的な推
進
・中小事業者向け、くらしき省エネセミナーを開催（参加者数
５５人）
・倉敷市環境保全協定等を活用した省エネ、省ＣＯ2対策など

継続実施

・岡山県内のエコアクション２１地域事務局機能を併合し、エ
コアクション２１地域事務局　岡山県環境保全事業団が発足し
たことを受け、運営委員として、運営委員会に参加
・中小企業向けの省エネセミナー等で制度説明実施
・市内のエコアクション２１認証・登録事業者に対する更新補
助制度開始

継続

イオンとの地域貢献包括連携協定締結(H２３.７.１９)の取組
実施

企業の地域貢献活動への促進を図る

アダプト・プログラム

計６施設　発電能力合計２０２.４kＷ

事業の概要

大規模小売店舗届出店舗に対して、環境配慮による地域貢献を
促進

「エコアクション２１地域事務局」と
の連携による、取り組みの推進

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 エコアクション２１認証・登録事業所の数 19 件 18 件 27 件 

 

35 件 50 件 

2 地産地消を心がけている人の割合 32.1% 35.0% 25.9% 

 

41% 50% 

3 企業の新増設における事前協議に係る環境に配慮した計画の割合 100% 100% 100%  
維持 

(100%) 

維持 

(100%) 

 

倉敷みらい創生戦略

にあわせ、３１年度の

目標となっています。
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課Ｈ３１年度計画Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績施策ＮＯ． 事業の概要

継続 継続 関係各課

健康づくり課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 商工課

継続 継続 商工課

継続 継続 農林水産課

継続 継続 商工課

継続 継続 環境政策課

●すべての地域資源を
有効に活用し、エネル
ギーも含めた地産池消
の推進を行う
●本市の「個性と魅
力」の積極的な情報発
信により、エコツーリ
ズム・エコツアーの促
進を図る

継続

No.142
環境分野の研
究・開発、事
業展開の促進

No.143
地域資源を活
用した持続的
な経済活動の
促進

継続

環境保全協定に基づき、施設の新増設
を行う際には、事前に協議を行い、施
設の改善、揮発性化合物の削減対策に
ついて指導する

施設の新増設等を行う際、事前に協議を実施し、環境保全対策
の徹底を図るよう指導した。（協議件数８４件）

随時、事前協議を実施する。 継続実施

●環境分野における産
官学の情報交換や有用
技術の共有を促進する
●新たな省エネル
ギー・再生可能エネル
ギーやリサイクル等の
環境関連技術や、環境
配慮型製品の研究・開
発、環境保全・改善の
ための設備投資を支援
する
●新たな環境産業の積
極的な誘致に取り組む
とともに、低炭素型・
環境調和型への転換・
移行が行いやすい環境
を整備する

立地企業に対する助成及び設備投資に
対して助成を行う

継続地産地消を推進する

グリーン購入に関する情報の提供

補助金交付

継続
産業観光バスツアー(旭化成倉敷製造所などをバスで見学する
ツアーを、計８回実施。参加者延べ２９２名)

本市の「個性と魅力」を情報発信し、
地場産業等を観光資源として活かすツ
アーを実施する

地元産品、特産品の消費推進を行う

やる気のある中小企業に対し、研究開
発・販路開拓・産業財産権所得・人材
育成などに対して助成を行う

商店街団体等が実施する各種事業に対
して助成を行う

継続実施

【再掲No.141】
・くらしき農業まつり
（採れたて新鮮野菜の即売や共進会開催など、参加者数約８,
０００人）
・真備・船穂地産地消＆ふれあい祭り(マスカット、ピオーネ
の販売など、参加者約１,５００人)
・地産地消イベント・共進会による農産品のＰＲを行った。
・ＨＰ（地産地消ニュース）やメルマガによる地産地消イベン
ト等のＰＲ

【再掲No.112】高梁川流域圏域において、生物多様性エコツ
アーを推進するため、エコツアーの開催に関心のある個人・団
体に対し、実践的な講習会を実施した。

生物多様性エコツアーを推進するため、エコツアー実践講座等
を実施する。 推進

・企業立地促進奨励金
・設備投資促進奨励金
（環境配慮企業に対する優遇措置あり）

継続実施

「くらしき「個性と魅力」発信事業」において、くらしき地域
資源（特産品・ＥＶ等）をＰＲ

「くらしき「個性と魅力」発信事業」において、くらしき地域
資源（特産品・ＥＶ等）をＰＲ

商工課

倉敷のものづくりを体感できる機会を増やすため，産業観光バ
スツアー(ＪＦＥスチール水島製鉄所などをバスで見学する
コースを設定予定)を実施する。

継続実施

継続

・企業立地促進奨励金（交付実績３件）
  (うち、企業誘致促進奨励金対象１件を含む）
・設備投資促進奨励金（交付実績３３件）
 （環境配慮企業に対する優遇措置あり）

継続実施

環境対策事業に関する助成（助成実績０件）

観光課継続実施

・くらしき農業まつり
・真備・船穂地産地消＆ふれあい祭り
・いちご共進会
・地元産品のＰＲ
・ＨＰ・メルマガによるＰＲ

継続実施

・ＨＰによる地場産物レシピの紹介
・作成資料「知っていますか？倉敷の味」を活用し、特産品・
郷土料理の啓発を行なった。
・こどものための食育フェア
（マスカット種飛ばし大会や倉敷の農産物を使った料理の試
食、黒崎漁港で水揚げされた魚を触っての命の体験やあなごを
さばいての試食による地産地消などの食育体験ブースを開設
参加者７５０人）
（第二次倉敷市食育推進計画の推進）

・くらしき農業まつり
・真備・船穂地産地消＆ふれあい祭り
・いちご共進会
・地元産品のＰＲ
・ＨＰ・メルマガによるＰＲ

・ＨＰによる地場産物レシピの紹介
・市内のＪＡ直売所において，地場産物のレシピを設置する。
・こどものための食育フェアにおいて、マスカット種飛ばし大
会や倉敷の農産物を使った料理の試食、瀬戸内産の魚を触って
の命の体験などを行い、地産地消の啓発を図る。
（第二次倉敷市食育推進計画の推進）

継続実施

補助金交付（交付実績　研究開発４件、産業財産権取得７件、
人材育成２３件、販路開拓４２件、ＩＴ活用販売促進３０件、
起業家支援４０件、計１４６件）

補助金交付

継続実施

・くらしき農業まつり
（採れたて新鮮野菜の即売や共進会開催など、参加者数約８,
０００人）
・真備・船穂地産地消＆ふれあい祭り(マスカット、ピオーネ
の販売など、参加者約１,５００人)
・地産地消イベント・共進会による農産品のＰＲを行った。
・ＨＰ（地産地消ニュース）やメルマガによる地産地消イベン
ト等のＰＲ

継続

ＨＰ等によりグリーン購入に関する情報提供 グリーン購入に関する情報提供

農林水産課
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　●基本目標２　水と空気と大地がきれいで、安心して暮らせるまち

◆分野別目標１：良好な水環境の保全に努めます

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

【基本方針】：私たちが健康で安心して生活できるよう、河川や海域などの公共用水域や地下水の水質について、水質汚濁に係る環境基準の達成を目指
し、良好な水環境の整備に取り組みます。土地利用において、健全な土壌環境を維持するため、土壌汚染対策法や岡山県環境への負荷の低減に関する
条例等の適正な運用を図ります。

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

Ｈ２８年度実績

既存の管きょ、処理場、ポンプ場につ
いて、予防保全型への転換と維持管理
費・工事費の最適化や長寿命化支援事
業の活用によりコスト縮減を図る

計画的維持管理

施策ＮＯ． 事業の概要

No.211
生活排水処
理対策の総
合的な推進

児島湖流域環境保全推進協議会の事業
計画に基づき、生活排水対策に関する
啓発を行う

継続実施

・下水道展開催（環境フェスティバルで、「紙のとけ方実験」
「下水道クイズ」「下水道汚泥コンポスト配布」「下水道アン
ケート」等を実施）
・ポスター、標語募集及び表彰
　（ポスター応募数１０９点、標語４１点）
・小学４年生を対象とした下水道出前授業の実施
　　　（出前授業実施校１３校　受講生徒１,２１２人）
・水洗化普及指導員による戸別訪問での下水道接続指導の実施
　　　　　　　　　　　　　（訪問数５,７２８件）

継続

計画的整備継続

継続

第２期倉敷市生活排水対策推進計画に
基づき、生活排水対策に関する啓発を
行う

管きょ：約２３.８km整備 管きょ：約  ２０.２Km整備

・浄化槽設置に対する助成措置を実施（３０６基）
・民間住宅団地の汚水処理施設の改善経費への助成措置を実施
（１件）

・雨水流出抑制施設の新設又は改造に要する経費の助成を実施
（３２件）
・既存家屋の下水接続のための助成措置を実施（水洗便所改造補
助金等７７７件、利子補給１３０件）

継続実施

計画的維持管理
・管きょ、マンホール等の維持管理
・水島ほか３下水処理場、１６ポンプ場の維持管理等
・倉敷雨水貯留センター、流域関連7ポンプ場の維持管理等

・浄化槽設置に対する助成措置（５９０基）
・民間住宅団地の汚水処理施設の改善経費への助成措置
・雨水流出抑制施設の新設又は改造に要する経費の助成
・既存家屋の下水道接続のための助成措置

継続

継続

・生活排水対策に関するリーフレットやクリーンネットの配布
・本庁１階のふれあい水槽の適正管理
・小中学校で出前講座実施（２件）

・児島湖流域清掃大作戦の実施（１１月６日実施、２３団体、３,
００６人参加 、可燃ごみ６２０ｋｇ、不燃ごみ７０ｋｇ）
・啓発ポスターの展示（応募数１５９点）
・水質保全基金の手続き（助成団体数５団体）

下水道の日（９月１０日）及び市の催
事に併せ、市民に下水道普及及び意識
の高揚と啓発活動を行う

倉敷市下水道事業経営戦略ビジョンに
基づき、計画的に下水道整備を推進し
ます

計画的維持管理
・管きょ、マンホール等の維持管理
（管きょ清掃及びマンホール、取付管等の修繕、管路内面補修等
を実施：維持補修件数１４２件）
・水島ほか３下水処理場、１６ポンプ場の維持管理等
（主なもの：阿津ポンプ場雨水ポンプ機械設備工事）
・倉敷雨水貯留センター、流域関連7ポンプ場の維持管理等

●計画に基づく公共下
水道の整備とあわせ
て、農業集落排水処理
施設や浄化槽の効率的
な整備を行う
●各種イベントや環境
学習、リーフレットの
配布など、生活排水対
策の啓発活動を行う

Ｈ３１年度計画

倉敷市下水道全体計画（H２９～）の区
域設定に基づき、浄化槽の設置促進を
行う

Ｈ３０年度計画

継続

継続

継続

・生活排水対策に関するリーフレットやクリーンネットの配
布
・本庁１階のふれあい水槽の適正管理
・小中学校で出前講座実施
・地域団体への出前講座実施

・児島湖流域清掃大作戦の実施
・啓発ポスターの展示
・水質保全基金の手続き

・下水道展開催
・ポスター、標語募集及び表彰
・小学４年生を対象とした下水道出前授業の実施
・水洗化普及指導員による戸別訪問でのＰＲ活動の実施

継続実施

下水計画課

Ｈ２９年度計画

継続実施

下水建設課
下水計画課

下水計画課
下水普及課

下水計画課
下水普及課

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から 

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 日頃から水環境の改善を意識して行動している人の割合 23.9% 23.2% 21.4%  50% 75% 

2 身近な河川・用水路がきれいで流れ豊かな水辺になっていると感じている人の割合 31.2% 37.2% 34.6%  45% 60% 

3 汚水処理人口普及率 85.5% 91.0% 91.5%  90% 93% 
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課Ｈ２８年度実績施策ＮＯ． 事業の概要 Ｈ３１年度計画Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画

継続 継続 環境政策課

継続 継続 産業廃棄物対策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

下水普及課

下水計画課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

・公共下水道への排水水質検査（５０事業場予定）

１３４事業場（３９１検体）に対して立入調査を実施し、排出水
の水質調査を実施し、違反事業場に対して、水質改善の指導等を
実施した。

継続

継続

継続

小規模工場・事業場などに対しても、
市民からの苦情・申立てがあった場合
は、調査・水質検査・改善指導等を行
う

・小規模事業場に対して、調査・改善指導等を実施
・児島地区環境保全協議会（児島地区の染色工場）と児島地区の
河川の現況や排水処理等について意見交換を実施した。

・公共下水道への排水水質検査（６４事業場）

継続

継続

環境情報管理統合システムの運用により、効果的な事業者指導を
実施した。また、法律改正の対応として一部改修を行った。

最終処分場(東部最終処分場、西部最終処分場、井津井最終処分
場、真菰谷最終処分場等）の放流水や井戸水について水質検査を
毎月実施した。

産業廃棄物最終処分場等下流の河川、池及び地下水について、年
２回８地点で水質調査を実施し、周辺環境の保全を図った。

No.212
排水規制に
よる公共用
水域などの
水質汚濁防
止

市民からの苦情及び魚斃死及び油流出
等の水質事故に係る調査を随時実施す
る

大規模開発前の土壌調査等の指導を実施（土壌汚染対策法第４条
に基づく一定規模以上の土地の形質の変更届出書の受理（４１
件））

最終処分場（埋立処分場）の放流水、
河川等の周辺環境の水質検査を行う

倉敷市公共用水域等水質測定計画に基
づき、水質の測定・監視を実施する

河川１８地点、海域２１地点、地下水４６地点について、水質の
測定・監視を実施した。

土壌汚染状況を調査し、潜在化する土
壌汚染地域を早期発見することで、健
康被害の防止に努める

特定事業場から公共下水道への排水及
び浄化槽の水質検査を実施する

●河川、海域及び地下
水の水質監視を行う
●工場・事業場に対し
て、水質汚濁防止法や
瀬戸内海環境保全特別
措置法等に基づき、立
入検査を行うなど、排
水規制基準の遵守を指
導する
●排水規制基準が適用
されない小規模工場・
事業場に対して、排水
処理の適正化などによ
る汚濁負荷の削減につ
いて、指導を行う
●土壌汚染対策法など
に基づき、汚染土壌の
拡散防止及び汚染状況
の把握等により健全な
土壌環境の維持を図る

ため池等での魚の斃死、水路等への油類の流出や高汚濁排水の流
出について調査を実施し、事業所に対して再発防止を指導した。

継続

・浄化槽（不適正浄化槽等）の水質検査実施（０件）

工場等の発生源監視を行うとともに、
排出水の規制・指導を実施する

ため池等での魚の斃死、水路等への油類の流出や高汚濁排水
の流出について、調査を実施

・小規模事業場に対して、調査・改善指導等を実施
・児島地区環境保全協議会（児島地区の染色工場）と意見交
換実施

継続実施

継続実施大規模開発前の土壌調査等の指導

環境情報管理統合システムの運用

最終処分場(東部最終処分場、西部最終処分場、井津井最終
処分場、真菰谷最終処分場等）の放流水や井戸水について水
質検査を毎月実施

産業廃棄物最終処分場等下流の河川、池及び地下水につい
て、年２回８地点で水質調査を実施し、必要な場合は発生源
に対して指導を行う。

継続実施

継続実施

継続実施

１３５事業場（３９５検体）立入実施

継続実施

・浄化槽（不適正浄化槽等）の水質検査実施

継続実施

継続実施

環境政策課
・河川 １８地点の水質測定・監視を実施
・海域 ２１地点の水質測定・監視を実施
・地下水 ２３地点の水質測定・監視を実施

継続実施

環境施設室
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　●基本目標２　水と空気と大地がきれいで、安心して暮らせるまち

◆分野別目標２：クリーンな大気環境の保全に努めます

 

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 交通政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 観光課

継続 継続 環境政策課

継続実施

継続実施

Ｈ３１年度計画

No.221
大気汚染物
質発生源に
対する規
制・指導

環境情報管理統合システムの運用

●工場・事業場に立入検査を
実施し、排出基準や総量規制
基準の遵守の徹底を促す
●使用する燃料・原料改善、
排出ガス等を処理する施設の
改善、揮発性有機化合物の削
減対策についての指導を徹底
する
●自動車公害対策として、市
民や事業者に対して、マイ
カー利用の抑制、アイドリン
グストップ、エコドライブな
どの啓発に努める
●市も率先して自動車使用の
自粛を進めるとともに、次世
代型エコカーの普及促進に努
める

美観地区周辺の渋滞対策
観光客対策として、倉敷市役所の駐車場を解放し、市役所と美観
地区を往復するシャトルバスを運行した。

観光客対策として、倉敷市役所の駐車場
を解放し、市役所と美観地区を往復する
シャトルバスを運行する。

電気自動車等（９４台）への補助を実施した。 継続実施次世代エコカーの普及促進 電気自動車等や充電設備への補助

年度毎に
実施を検討

継続実施

市民や事業者に対して、マイカー利用の
抑制のための啓発を行う

アイドリングストップ・エコドライブな
どの啓発を行う

継続実施

庁内でノーマイカーデーを年1回実施
（５月取組率:８３.７%）

・スマート通勤岡山への参加（１０月）
・市職員チャレンジ・エコ通勤実施　参加者９名
・バス利用の意識啓発（バスの乗り方やマナー、運賃の支払い方
法等について、小学生にバス教室を実施　小学校８校、７４３人
参加）

施設の届出状況や自主測定結果の確認、立入調査等を実施した。
（立入調査６４件、排出ガス測定１５施設等）

Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績

ノーマイカーデーの実施
（庁内で年１回実施）

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

【再掲No.141】施設の新増設等を行う際、事前に協議を実施し、
環境保全対策の徹底を図るよう指導した。（協議件数８４件）

随時、事前協議を実施する。

事業の概要

環境保全協定に基づき、施設の新増設を
行う際には、事前に協議を行い、施設の
改善、揮発性化合物の削減対策について
指導する

工場や事業場に立入調査を実施し、施設
の届出状況や自主測定結果の確認、施設
の排ガス中のばい煙測定などを実施する

工場・事業場の立入調査等実施 継続実施

Ｈ３０年度計画

【基本方針】：私たちの健やかな暮らしに影響を及ぼすことがないよう、大気汚染に係る環境基準が未達成な地域はその速やかな達成を、既
に達成している地域は良好な水準を目指すとともに、健康被害防止の観点から、引き続き大気汚染防止に取り組む。

施策ＮＯ．

継続実施

・アイドリングストップ啓発活動を実施した。
・大規模小売店舗立地届出時に啓発看板を掲げる指導を実施し
た。

アイドリングストップ啓発活動

・スマート通勤岡山への参加
・市職員チャレンジ・エコ通勤の正式実
施
・小学生を対象としたバス教室を実施

【再掲No.212】環境情報管理統合システムの運用実施

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から 

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 身近な空気がきれいに保たれていると感じる人の割合 40.9% 51.7% 52.1%  55% 70% 

2 大気環境の基準値（1 日平均値）を超過している日数 ２２日 ２日 ０日  １５日 １０日 

3 
通勤通学や日常の移動手段として、自転車・徒歩・公共交通機関

を利用している人の割合 
50.3% 47.3% 45.3%  63% 75% 
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課Ｈ３１年度計画Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績事業の概要 Ｈ３０年度計画施策ＮＯ．

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 医療給付課

有害大気汚染物質の排出状況を把握する
ための調査を実施する

市内７か所(美和・松江・塩生・春日・乙島・監視センター・呼
松)で毎月調査実施した。

・１０測定局で常時監視実施
・１時間値や日平均値等の公開
・高濃度時のホームページ等での情報発
信

測定局の見直しを行う（適正配置）

県との協力のもと、オキシダントが高濃
度になりやすい時期を「大気汚染防止夏
期対策期間」とし、休日を含めた監視体
制をとり、光化学オキシダント濃度の常
時監視を強化する

継続実施

新設した福田測定局で測定を開始する。 継続実施

・１０測定局で常時監視を実施した。
・ＰＭ２.５の１時間値と日平均値の状況等を速報値として環境監
視センターＨＰで公開した。

全７か所で毎月調査を実施

夏期対策実施

継続実施
微小粒子状物質（PM２.５）の大気中濃度
の常時監視を実施する

No.222
大気汚染状
況の常時監
視による、
市民の健康
被害発生の
防止

発生源である工場や事業場への立入や、
排出状況を確認するための調査や規制及
び指導を実施する

継続

継続実施

市内２４カ所の大気測定局と大気環境測
定車による常時監視を実施する。継続

継続

●大気測定局による大気環境
の測定・監視を実施するとと
もに、測定結果をインター
ネット等により情報提供を行
う
●大気汚染状況の変化に対応
するため、測定局の適正配置
の見直しを行う
●夏期を中心に大気汚染防止
対策期間として、光化学オキ
シダント汚染の防止に重点を
置いた総合的な対策を実施す
る
●有害大気汚染物質について
は、引き続き汚染状況を把握
するための調査を実施し、基
準を超過する場合は、工場・
事業場への状況確認を実施
し、該当施設改善、排出削減
について指導を行う

・水泳教室（公害健康被害予防対策事業）
基礎体力の増進と健康の回復を図ることを目的とし、市内居住の
気管支ぜん息児童・生徒を対象に全１０回の水泳訓練教室を行っ
た。（延参加者数：１３１名）
・健康相談事業（公害健康被害予防対策事業）
一般市民を対象に、医師・栄養士・保健師が呼吸器疾患（ぜん息
等）に関する相談に応じる呼吸器の健康相談を行った。（全１１
回、延参加者数：１３人）

大気汚染の影響による健康被害を予防
し、市民の健康保持及び増進を図る

年度末をもって二福測定局を廃止した。

【再掲No.221】施設の届出状況や自主測定結果の確認、立入調査
等を実施した。（立入調査６４件、排出ガス測定１５施設等）

・夏期対策期間は休日を含めた監視体制をとり、光化学オキシダ
ント濃度が上昇した場合に情報・注意報を発令し、FM放送やイン
ターネット、メールマガジン配信、広報車等による周知を実施
また、水島地区の主要工場に窒素酸化物等の排出削減を要請し
た。

発生源の特定に向けた降下ばいじんの分
析調査を行う

市内に配置された測定局と移動測定車に
より、大気汚染物質の常時監視を実施す
る

市内２４ヵ所の大気測定局と大気環境測定車により常時監視を実
施した。 継続

継続実施

継続実施

・水泳教室
基礎体力の増進と健康の回復を図ること
を目的とし、市内居住の気管支ぜん息児
童・生徒を対象に全１０回の水泳訓練教
室を行う。
・健康相談事業
一般市民を対象に、医師・栄養士・保健
師が呼吸器疾患（ぜん息等）に関する相
談に応じる呼吸器の健康相談を行う。

継続実施 環境政策課

事業場及び測定局において、降下ばいじんの分析調査を実施し
た。

事業場及び測定局において、降下ばいじ
んの分析調査を行う。 実施検討

工場・事業場の立入調査等実施

環境政策課

14



　●基本目標２　水と空気と大地がきれいで、安心して暮らせるまち

◆分野別目標３：安心・安全な生活環境の実現に努めます

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 生活衛生課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

No.232
化学物質によ
る汚染状況の
把握、排出事
業者規制によ
る、生活環境
の保全

●居住区域における騒音
測定、自動車や鉄道の騒
音・振動の測定と合わせ
て、騒音や振動に関する
関係法令に基づき、工
場・事業場、建設作業等
に対しての監視・指導を
実施する
●悪臭防止法に基づき規
制・指導を行い、快適な
生活環境の確保に努める
●日常生活から発生する
生活騒音等に対しては、
出前講座やリーフレット
の配布など啓発活動を積
極的に行い、市民一人ひ
とりのマナーやモラルの
向上を図る

●ダイオキシン類につい
て、大気や水、土壌の環
境調査を継続して行うと
ともに、発生源事業者に
対して必要な規制・指
導、監視等に努める
●ＰＲＴＲ制度の運用に
より、事業者による化学
物質の適正な管理体制を
構築・運用させるととも
に、市民・事業者・行政
が情報の共有と相互理解
を深め、化学物質による
環境汚染を低減する取り
組みを推進する

継続実施

・環境イベント等でリーフレットの配布を実施
・大規模小売店舗立地届出時に早朝や夜間に係る騒音・振動
への配慮を指導した。

リーフレット等の配布 継続実施

工場や事業場への立入調査
・工場や事業場の立入調査
・環境調査を実施

継続実施

Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績

・環境騒音測定５地点、幹線自動車騒音１地点
・道路に面する地域の面的・点的評価1３区間
・新幹線騒音及び振動３地点
・瀬戸大橋騒音４地点

継続実施

【基本方針】：安心・安全な生活環境を確保するために、騒音規制法、振動規制法や悪臭防止法等に基づき、継続して対策を行います。
事業者等が適正に化学物質の管理・使用を行うように指導するとともに、ＰＲＴＲ制度に基づき、使用実態等の情報について管理・提供していきます。
また、化学物質に対する不安解消のために、化学物質に関する正確な情報をわかり易く説明・提供するよう努めていきます。
さらに、環境衛生意識の向上を図るために、広報等による普及啓発や環境美化活動を支援し、ポイ捨てや不法投棄のないまちづくりを進めていきます。

No.231
悪臭・騒音・
振動の規制な
どによる、市
民生活環境の
改善及び保全

継続実施

施策ＮＯ．

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

事業の概要 Ｈ３１年度計画Ｈ３０年度計画

・環境騒音測定５地点
・道路に面する地域の面的・点的評価１
４区間
・新幹線騒音・振動３地点
・瀬戸大橋騒音４地点

悪臭防止法に基づき、発生源への規制
や指導を実施する

悪臭物質発生工場での調査測定を実
施、また、市民からの悪臭苦情に対す
る調査測定を実施する

工場・事業場での敷地境界・排出水の特定悪臭物質測定を環
境監視センターで実施（延べ１６回）

工場や事業場での調査を実施

騒音規制法、振動規制法に基づき、環
境騒音、交通騒音、交通振動の実態把
握を行う

継続実施

騒音規制法、振動規制法に基づき、発
生源への立入調査を実施する

・苦情が寄せられた工場等に対して立入を実施し、発生原因
を調査し、防音・防振対策について指導を実施
・法に基づく届出が提出された際、届出者に防音・防振につ
いて指導を実施（騒音届出１６６件・振動届出１１１件）

工場等の立入調査、指導を実施

出前講座やリーフレットの配布等、啓
発活動を実施する

ＰＲＴＲ制度に基づいて事業所からの
化学物質の排出量の届出の集計を行
い、結果の公表を行う

届出受理及び届出結果公表（届出件数１６９事業所） 届出受理及び届出結果公表

・排ガス中ダイオキシン類調査（４施設）
・排水中ダイオキシン発生源調査(２事業所)
・公共用水域ダイオキシン類調査（１４地点）
・大気環境調査（２地点）
・土壌中ダイオキシン類調査（８地点）
・地下水ダイオキシン類調査（３地点）

・排ガス中ダイオキシン類調査
・排水中ダイオキシン発生源調査
・公共用水域ダイオキシン類調査
・大気環境調査
・土壌中ダイオキシン類調査
・地下水ダイオキシン類調査
・環境基準値超過地下水の詳細調査

・養成研修１回実施
・サポーター数９７人（H２８年度末現在）

継続実施

未定養成研修１回実施予定犬ねこ等適正飼育啓発員を養成する

ダイオキシン類対策特別措置法に基づ
き、発生源に対する監視や指導とあわ
せて、環境中等のダイオキシン類調査
を実施する

新たに健康影響が懸念される化学物質
について情報の収集や提供を行う

・関係機関からの情報収集（県や環境省・経済産業省）
・収集した情報の提供（最新の化学物質ファクトシートやＰ
ＲＴＲ市民ガイドブックを閲覧・配布等）

・関係機関からの情報取集
・収集した情報の提供 継続実施

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 ごみが無くまちがきれいに清掃されていると感じている人の割合 38.4% 52.7% 51.1% 

 

55% 70% 

2 環境の基準が守られ、心身ともに健康に暮らせていると思っている人の割合 54.4% 65.8% 64.8% 

 

67% 80% 
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績施策ＮＯ． 事業の概要 Ｈ３１年度計画Ｈ３０年度計画

環境衛生課

環境衛生課

環境政策課

企画経営室

継続 継続 生涯学習課

環境衛生課

継続 継続 環境衛生課

継続 継続 環境衛生課

No.233
地域の環境美
化の推進

●全市一斉ごみゼロキャ
ンペーンなど、市民や民
間団体、事業者などによ
る自主的な美化・清掃活
動を支援するとともに、
散乱ごみ対策を進め、地
域の環境美化を推進する
●倉敷市ボランティア不
法投棄監視員などによる
パトロールの強化や、市
民への啓発・指導を通
じ、不法投棄やポイ捨て
についての監視を強化
し、不法投棄の防止と早
期発見の体制強化を図る

地区住民の奉仕清掃作業により搬出され
た汚泥等の処理を業者に委託し（一部直
営）、清掃を実施する。

・本市と倉敷市環境衛生協議会との共催
で、全市一斉ごみ０キャンペーンを実施
する。（参加予定人数４０,０００人）
・各地区環境衛生協議会が実施する一斉
清掃の支援を行う。(実施地区　児島・玉
島・船穂・真備）

児島湖流域清掃大作戦の実施

高梁川流域クリーン一斉行動事業
高梁川流域圏域の市町で一斉に清掃活動
を実施

・倉敷市ボランティア不法投棄監視員に
よる不法投棄監視活動を実施
・倉敷市シルバー人材センターに不法投
棄多発箇所のパトロールを委託する。
・移動式監視カメラを購入し、不法投棄
多発箇所に設置する。
・不法投棄の情報を早朝・夜間・休日で
も受け付けられるよう、「不法投棄１１
０番」を設置する。
・不法投棄監視パトロール用車両を購入
する。

継続実施

・飼い犬ふん害対策「イエローカード作
戦」に必要な資材を提供する。
・飼い犬のふん害でお困りの市民に、犬
のふん放置禁止を啓発する看板を配布す
る。
・市内の動物病院やペットショップなど
犬を取り扱う事業者に、犬のふん放置禁
止を啓発するポケットティッシュやチラ
シを提供し、犬の飼い主への配布を依頼
する。
・倉敷市ポイ捨ての防止及び路上喫煙の
制限に関する条例の内容を周知するた
め、ポケットティッシュの配布など啓発
活動を行う。

継続実施

リフレッシュ瀬戸内の実施

・倉敷市環境衛生改善地区が行う事業の
うち、ごみステーション整備、水道設備
の新設又は器具等の購入に必要な経費に
対して補助金を交付する。
・環境衛生思想の普及を図るため、倉敷
市環境衛生協議会事業の運営補助を行
う。
・国体開催を機に盛り上がった地域の環
境美化活動を支援するため、花壇等への
花の苗の購入費や除草作業などの費用に
対して補助を行う。

継続実施

継続実施

継続実施

継続

沙美海水浴場の海開き前に、地元住民、学校、企業等と連携
し、海岸清掃活動を実施（１,０００人参加、ごみ収集量
１．６ｔ）

継続 継続

不法投棄の防止と早期発見の体制強化
を図る

地区住民の奉仕清掃作業により搬出された汚泥等の処理を業
者に委託し（一部直営）、清掃を実施した。(実施件数７１
９件、汚泥処理量９１０㎥、草処理量３１２.７ｔ)

・本市と倉敷市環境衛生協議会との共催で、全市一斉ごみ０
キャンペーンを実施した。（参加人数３７,０５３人、空き
缶６８,２９８本、空き瓶１２,３９９本、ペットボトル１
０,７６１本、燃やせるごみ４,３７４袋）
・各地区環境衛生協議会が実施する一斉清掃の支援を行っ
た。（実施地区　児島・玉島・船穂・真備）

児島湖流域清掃大作戦の実施（１１月６日実施、２３団体、
３,００６人参加 、可燃ごみ６２０ｋｇ、不燃ごみ７０ｋ
ｇ）

高梁川流域クリーン一斉行動事業
　高梁川流域圏域の市町で一斉に清掃活動を実施する。

年2回地区清掃を実施するとともに、
全市一斉ごみ０キャンペーンなどを実
施する

倉敷市環境衛生協議会事業運営への補
助など、地域の主体的な取組を支援す
る

・倉敷市環境衛生改善地区が行う事業のうち、ごみステー
ション整備（１０５件）、水道設備の新設（４件）又は器具
等の購入（１００件）に必要な経費に対して補助金を交付し
た。
・環境衛生思想の普及を図るため、倉敷市環境衛生協議会事
業の運営補助を行った。
・国体開催を機に盛り上がった地域の環境美化活動を支援す
るため、花壇等への花の苗の購入費や除草作業などの費用に
対して補助を行った。（２８支部）

広報やパンフレット等による普及啓発
により環境美化意識の向上を図る

・飼い犬ふん害対策「イエローカード作戦」を実施し、必要
な資材を提供した。約９割の団体で効果があった。
・飼い犬のふん害でお困りの市民に、犬のふん放置禁止を啓
発する看板を配布した。（看板５１２枚）
・市内の動物病院やペットショップなど犬を取り扱う事業者
（２７事業所）に、犬のふん放置禁止を啓発するポケット
ティッシュやチラシを提供し、犬の飼い主への配布を依頼し
た。
・倉敷市ポイ捨ての防止及び路上喫煙の制限に関する条例の
内容を周知するため、ポケットティッシュの配布など啓発活
動を行った。

・不法投棄でお困りの市民を対象に、不法投棄禁止を啓発す
る看板を配布した。（看板１６９枚）
・倉敷市ボランティア不法投棄監視員を４８名選任した。
（任期　平成２７年１１月から平成２９年１０月まで）
・倉敷市シルバー人材センターに不法投棄多発箇所のパト
ロールを委託した。（委託箇所　連島町連島、粒江、真備町
箭田、旧鷲羽山スカイライン、児島稗田町、木見）
・移動式監視カメラを５台購入し、不法投棄多発箇所に設置
した。
・不法投棄の情報を早朝・夜間・休日でも受け付けられるよ
う、「不法投棄１１０番」を設置した。
・不法投棄監視パトロール用車両を１台購入した。

継続
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　●基本目標３　リデュース、リユース、リサイクルが徹底され、循環型社会が形されたまち

◆分野別目標１：生産、消費段階を含めた「ごみ」そのものの排出抑制を推進します

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

新規 継続 一般廃棄物対策課

一般廃棄物対策課

継続 継続 一般廃棄物対策課

継続 継続 一般廃棄物対策課

継続 継続 一般廃棄物対策課

継続実施

市民のリサイクル意識の向上、分別の
徹底、ごみの減量・適正処理について
の意識啓発を図る

・リサイクルフェアの開催（１０月２日にフリーマーケッ
ト・環境クイズ・リサイクル工作やマイ箸作り体験コーナー
等のイベントを実施）
・暮らしとごみ展の開催（本庁舎・各支所で小中学生から募
集したポスター・標語の展示や啓発用パネルの掲示を行っ
た。応募作品７３８点）
・広報くらしき特別号を作成（１２月号別冊）

船穂地区で実施する生ごみ収集・堆肥化
事業の推進

認定制度を推進し、協力店には各種啓発
物品を貸与

市民への計画内容の周知や関係事業者団
体等との災害支援協定締結などにより協
力体制の構築を図る。

継続実施災害廃棄物処理計画の策定

家庭でのごみ減量の推進

継続実施

・ごみの減量目標と有効な減量方法など
を記した看板をごみステーションに設置
し、日常生活での目標見える化に取り組
む。
・地区町内会での出前講座推進
・生ごみ水切りの推進
・マイバック・マイ箸運動の推進
・家庭ごみ減量冊子を小学４年生に配付
し、夏休みに各家庭でごみ減量の取り組
みを進める。

No.311
ごみとなる可
能性のある全
ての排出の抑
制

●従来の５Ｒ（リフュー
ズ・リデュース・リユー
ス・リサイクル・リジェ
ネレイト）を推進し、特
に２Ｒ（リデュース・リ
ユース）に対して重点的
に取り組む
●排出段階だけでなく、
生産・消費段階を含めた
「ごみ」そのものの発
生・排出抑止を目指す。
環境問題に対して「知っ
ている」だけでなく市民
の自主的な行動を促す施
策に取り組む

船穂地区で生ごみ収集・堆肥化事業を実施（３７９世帯１５
２ｔ）

・各地区ごみステーションでの目標見える化事業（１２ごみ
ステーション６６７世帯）
・地区町内会等での出前講座推進
・生ごみ水切りの推進（環境イベント、出前講座等などの啓
発活動）
・マイバック・マイ箸運動の推進（県下統一ノーレジ袋デー
(毎月１０日)にスーパーの店頭で市民団体と協働で啓発イベ
ントを実施、全１２回）
・家庭ごみ減量冊子を小学４年生に配付し、夏休みに各家庭
でごみ減量の取り組みを進めた。（４５校参加　約４,２０
０部配付）

南海トラフ巨大地震が発生した場合の災害廃棄物の処理を円
滑に実施できる体制を構築するため、「倉敷市災害廃棄物処
理計画」を策定した。

Ｈ３１年度計画Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画

継続実施

継続実施

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策ＮＯ． 事業の概要

倉敷市マイバック・マイ箸運動推進協
力店認定制度の推進

生ごみ資源化事業の推進

継続

【基本方針】：市民・事業者・行政がそれぞれ役割を理解し、廃棄物の減量化・資源化を推進するため、５Ｒ（Refuse,Reduce,Reuse,Recycle,Regenerate）の
実践がなされている社会の形成を目指します。排出段階ではもちろんのこと、生産・消費段階においても、資源の浪費を抑え、ごみとなる可能性のあるもの
全ての排出抑制を推進していきます。

倉敷市マイバッグ・マイ箸運動推進協力店認定制度により、
認定店舗に、認定証の交付、ポスター・のぼりなどの広報物
品を貸与した。（マイバッグ協力店数：１３事業者５５店
舗、マイ箸協力店数：５事業者９店舗）

・リサイクルフェアの開催
・暮らしとごみ展の開催
・啓発冊子の作成・配付
（「家庭ごみの出し方」改訂）

継続

Ｈ２８年度実績

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 ごみの発生抑制に配慮した行動をしている人の割合 30.6% 30.5% 26.2% 

 

40% 60% 

2 家庭ごみの一人一日当たり排出量（資源ごみ除く） ５５３ｇ ５３５g ５１９ｇ 

 

４９５ｇ ４７３ｇ 

3 事業ごみの年間排出量 68,140ｔ 70,998t 70,383t 

 

59,871ｔ 58,096ｔ 
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課Ｈ３１年度計画Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画施策ＮＯ． 事業の概要 Ｈ２８年度実績

継続 継続 一般廃棄物対策課

継続 継続 一般廃棄物対策課

継続 継続 農林水産課

継続 継続 農林水産課
漁業団体が収集したゴミの運搬処理を
行う

収集物運搬処理（処理量約２７ｔ） ・収集物運搬処理

・堆肥化容器購入助成（補助基数１６９基）
・生ごみ処理機購入助成（補助基数９６基）

子ども会や町内会などに報奨金を交付（実施団体数１,０１
２団体・回収重量１４,０２９ｔ）

子ども会や町内会などに報奨金を交付 継続実施

●市民・事業者が、基本
理念や行動原則を自ら考
え、ごみの排出抑制や再
資源化に取り組むことを
促進する

No.312
市民・事業者
の自主的な活
動の促進

継続実施

家庭からの資源物について、集団回収
を実施するごみ減量化協力団体へ報奨
金を交付する

家庭からの生ごみを生ごみ堆肥セン
ターで有機堆肥にし再利用する

堆肥センターで、有機堆肥の生産（約１６２tの農業残さや
家庭生ごみから約１２７ｔの有機堆肥を生産）

有機堆肥の生産 継続実施

生ごみ処理容器（コンポスト・ボカシ
容器・生ごみ処理機）を購入する世帯
に助成を行う

・堆肥化容器購入助成
・生ごみ処理機購入助成 継続実施
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　●基本目標３　リデュース、リユース、リサイクルが徹底され、循環型社会が形成されたまち

◆分野別目標２：廃棄物の減量化・資源化の推進及び適正処理に努めます

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

Ｈ３０年度計画Ｈ３１年度計画 H３２年度計画 担当課

継続 継続 継続実施 一般廃棄物対策課

継続 継続 継続実施 一般廃棄物対策課

継続 継続 継続実施 産業廃棄物対策課

継続 継続 継続実施 一般廃棄物対策課

継続 継続 継続実施 一般廃棄物対策課

継続 継続 継続実施 一般廃棄物対策課

継続 継続 継続実施 環境衛生課

継続 継続 継続実施 環境施設室

継続 継続 継続実施 一般廃棄物対策課

継続 継続 継続実施 一般廃棄物対策課

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

【基本方針】：排出される廃棄物は、再生利用に努め、再生利用が不可能なものについては、焼却による熱回収を行ったう
えでの減容化や最終処分などの適正処理を実施し、廃棄物が環境に与える負荷を可能な限り抑えます。また、効率的に
廃棄物を処理することで、ごみ処理経費の節減に努めます。不法投棄による環境破壊を防止するため、違法行為には厳
正に対処するとともに、事業者等の意識の向上に努めます。

先進的なリサイクル事業の施設整備事業経費の一部を補助を実施
H２８年度実績：０件

・びん搬入量    　　　   ２.４１８ｔ
・生きびん排出量　       ９４.８７ｔ
・カレット排出量　　２,３３６.７４ｔ

倉敷市地域美化推進員を１８０名選任した。（任期　平成２９年４月１日
から平成３１年３月３１日まで）

施策ＮＯ．

・堆肥化容器購入助成
・生ごみ処理機購入助成

・マイはし作り体験
・啓発用ティッシュ
・倉敷市マイバッグ・マイ箸運動推進協力店認定制
度により、認定店舗に、認定証の交付、ポスター・
のぼりなどの広報物品を貸与する。

事業の概要

処理施設に搬入されたびんを、リターナブ
ルびん、カレット等に選別し、再資源化す
る

「地域美化推進員制度」による、地域のご
みの減量・資源化を推進する

再資源化予定量
・びん搬入量    　 ２,５１０ｔ
・生きびん排出量        ９５ｔ
・カレット排出量   ２,４１５ｔ

・マイはし作り体験（県市等が実施する環境イベントで実施）
・啓発用ティッシュの配布
・【再掲311】倉敷市マイバッグ・マイ箸運動推進協力店認定制度により、
認定店舗に、認定証の交付、ポスター・のぼりなどの広報物品を貸与し
た。（マイバッグ協力店数：１３事業者５５店舗、マイ箸協力店数：５事
業者９店舗）

【再掲No.312】生ごみ処理容器（コンポス
ト・ボカシ容器・生ごみ処理機）を購入す
る世帯に助成を行う

・堆肥化容器購入助成（補助基数１６９基）
・生ごみ処理機購入助成（補助基数９６基）

No.321
廃棄物の再生
利用の促進

●市民向けに生ごみ減
量や、マイバック・マ
イ箸運動の推進等を行
うとともに、事業者向
けに、大型生ごみ処理
機の導入補助制度の推
進や一般廃棄物減量資
源化計画書の提出の指
導等により排出抑制に
努める
●分別徹底の推進、ご
みステーションでの指
導実施等の普及啓発を
行う
●空き缶つぶし機の貸
出の拡大、ペットボト
ル回収の充実や常設リ
サイクルステーション
設置の検討等の回収体
制の整備を行う

・リサイクル協力店からの回収実施
・地区ステーション回収実施

マイバック・マイ箸運動を推進する

一般廃棄物減量資源化計画書の提出指導の
実施

・大規模事業主に対し、計画書の提出を求めた。(計画書１３３件)
・事業所に対して、個別訪問を実施し、分別指導を行った。（事業所数１
０９件）

廃食用油を回収し本市のリサイクルモデル
事業である廃食用油のバイオディーゼル燃
料化事業行う

循環型社会の形成を推進すると認められる
先進的なリサイクル関係施設等の整備等に
ついて経費の一部を助成する

廃食用油を回収し、バイオディーゼル燃料を精製し、公用車に使用
平成２８年度は２０,８７０Ｌ回収し、１０,１１５Ｌ作成

クルクルセンターで、木製家具の修理再生及び販売、古本・古着の無償提
供、リサイクルの研修・体験講座などを実施した。（来館者数２４,０５６
人、リサイクル体験者数１,０８１人、再生木材家具・衣類・書類引渡し数
１２,８２３点）

・リサイクル協力店からの回収実施（１０３店舗、回収量３３７ｔ）
・地区ステーション回収実施（回収量２０７ｔ）

・ステーション収集(倉敷、水島、児島、玉島、船穂、真備地区　合計約
５,４００箇所)
・各地区環境センター等でのごみ受入れ
・使用済み食用油を倉敷市環境衛生協議会が回収拠点を設け、月１回回収
を実施
・電話等での事前申込による粗大ごみの個別収集実施

・大規模事業主へ計画書提出を求める。
・事業場に対する個別訪問実施

先進的なリサイクル事業の施設整備事業経費の一部
を補助

Ｈ２８年度実績

回収体制の整備・充実

クルクルセンターを拠点として活用

一般廃棄物対策課継続実施

廃食用油を回収し、バイオディーゼル燃料を精製
し、公用車に使用

倉敷市地域美化推進員制度の活用によるごみの減量
化及び資源化の推進指導

リサイクル協力店及びステーションから
ペットボトルを回収し、再商品化事業者に
引き渡す

リサイクル推進センターを拠点として、木
製家具・古着・古本等のリユース事業やリ
サイクルに関する各種講座の開催を行う

市内在住の要介護者や障がい者のみの世帯のうち、
独力でごみ出し困難な世帯を対象に戸別収集（ふれ
あい収集）を実施する。

継続

市内在住の要介護者や障がい者のみの世帯のうち、独力でごみ出し困難な
世帯を対象に戸別収集（ふれあい収集）を実施した。（実施数：８２世
帯）

・ステーション収集
・各地区環境センター等でのごみ受入れ
・使用済み食用油を倉敷市環境衛生協議会が回収拠
点を設け、月１回回収を実施
・電話等での事前申込による粗大ごみの個別収集実
施

継続

Ｈ２９年度計画

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 最終処分率（最終処分量÷ごみ総排出量） 2.4% 2.0% 1.9% 

 
維持 

(2.4%) 

維持

(2.4%) 

2 リサイクル率（総合計画指標） 47.8% 51.6% 51.5% 

 

52% 54% 

 
倉敷みらい創生戦略

にあわせ、３１年度の

目標となっています。
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

Ｈ３０年度計画Ｈ３１年度計画 H３２年度計画 担当課施策ＮＯ． 事業の概要 Ｈ２８年度実績 Ｈ２９年度計画

継続 継続 継続実施 一般廃棄物対策課

継続 継続 継続実施 一般廃棄物対策課

継続 継続 隔年実施 一般廃棄物対策課

一般廃棄物対策課

産業廃棄物対策課

継続 終了 事業終了 環境施設室

継続 継続 継続実施 環境施設室

新規 継続 継続実施 環境施設室

新規 継続 継続実施 環境施設室

新規 継続実施 環境施設室

継続 継続 継続実施 産業廃棄物対策課

継続 継続 継続実施 産業廃棄物対策課

継続 継続 継続実施 産業廃棄物対策課

環境施設室

継続実施
・不法投棄家電の適正処理
・乾電池・古タイヤ・モーターバイク等を処理委託

減量化・資源化を推進するための基礎資料とするため、家庭から排出され
るごみの組成調査を実施

No.322
廃棄物の適正
処理による環
境負荷の抑制

●医薬系廃棄物等の人
体や環境に深刻な影響
を及ぼす恐れのある廃
棄物や、ブロックタイ
ヤをはじめとする適正
な処理が困難な廃棄物
について、確実に専門
処理業者による処理を
行うよう、適正な処理
方法についての周知徹
底を図る
●不法投棄を監視する
パトロールを強化する
とともに、違法行為に
は厳正に対応する
●広報や事業者向けパ
ンフレットで適正な処
理について協力を呼び
かけ、市民や事業者の
意識の向上を図るとと
もに、産業廃棄物管理
票（マニフェスト）シ
ステムの推進と合わせ
て不法投棄の防止に努
める

水島清掃工場の第２期長期包括管理委託が適正に行われているか監視を行
い、安全で安定したごみの処理を実施した。

廃棄物処理法、自動車リサイクル法に基づ
き、事業者への許可、指導、立入調査を行
う

マニフェストシステムの徹底、啓発活動の
推進等により、不法投棄等の不適正処理な
どを未然に防止する

・民間主催の講習会に講師として出席し、産業廃棄物の排出事業者や処理
業者等に対して啓発した。
・ＨＰ、チラシ等を活用して産業廃棄物に関する情報を提供した。

・不法に投棄された廃家電を適正に処理す
る
・市の施設では処理が困難な廃棄物は、専
門業者により適正に処理を行う

水島清掃工場基幹的設備改良工事については平成２８年度をもって工事完
了。これにより，水島清掃工場の長寿命化及び地球温暖化対策に資する改
良を行うことができた。

焼却場、処分場などのごみ処理施設を適正
に運営する

継続

・民間警備会社に委託し、平日夜間及び休日のパトロールを実施（年１６
０回）
・ヘリコプターによる上空監視（年４回）及びセスナ機による啓発広報
（年１回）を実施
・不法投棄防止用カメラによる監視活動を実施

一般廃棄物処理施設（焼却処理場・資源循環型廃棄物処理施設、粗大ごみ
処理施設、最終処分場等）の適正な運営（維持管理）を行った。（一般廃
棄物処理施設の維持管理情報（処分量、排ガス測定結果、処理水測定結果
等）は、毎月ＨＰで公表）

・一般廃棄物処理業許可件数１２３件(収集運搬業１１５件、処分業６件、
処理施設設置２件)
・産業廃棄物処理業等許可件数３９１件(収集運搬業１６３件、処分業８５
件、処理施設１４３件)
・自動車リサイクル法(引取業１１０件、フロン類回収業５２件の登録、解
体業２１件、破砕業１２件の許可）
・産業廃棄物処理施設等への立入調査、焼却炉等の適正な維持管理につい
て指導、運搬車輌検査を実施
・多量に産業廃棄物を排出する事業者に対し、減量・再生利用等を盛り込
んだ処理計画を作成し、実行するよう指導した。（指導事業者数：１０５
事業所））

継続

警察ＯＢを監視指導員として採用し、産業廃棄物の
不適正処理や不法投棄等に対する監視・指導を実施

第２期長期包括管理委託が適正に行われているか監
視を行い、安全で安定したごみの処理を実施する。

・不法投棄家電の適正処理（２７０台）
・乾電池・古タイヤ・モーターバイク等を処理委託（処理量：乾電池約８
９t、モーターバイク約３ｔ）

新ごみ処理施設整備事業について、新ごみ焼却処理施設及び新粗大ごみ処
理施設に関する基本計画を策定した。
敷地造成，建築構造物等の設計を行う際に必要となる情報を得るため，事
業対象用地の測量等を実施した。

新玉島環境センターを含めた基本計画等の策定及び
環境影響評価を実施する。
地質調査業務を実施する。

汚泥再生処理センター整備事業について、施設基本
計画及び生活環境影響調査を実施する。

継続実施継続

継続

継続

粗大ごみとして回収されたものの中からピックアッ
プ方式により小型家電を回収する。

業者への助成実施（処理量８３６ｔ予定）

白楽町ごみ処理場等解体・施設整備事業について、事業者選定を実施し
た。

白楽町ごみ焼却処理場及び下水処理施設の一部を、
安全かつ安心に解体撤去を行い，ストックヤード等
の集約整備を行う。

警察OBを監視指導員として採用し、不法投
棄の防止や事業者の指導等を行う

業者への助成実施（処理量４５２ｔ）

粗大ごみとして回収されたものの中から、２８分類全品目をピックアップ
方式により回収した。（回収量４７４t)

継続

継続実施

事業系びんを再資源化する業者へ助成を行
う

・産業廃棄物の排出事業者や処理業者等に対する啓
発実施
・ＨＰ、チラシ等を活用した産業廃棄物に関する情
報提供
・電子マニフェストの推進

・民間警備会社に委託し、平日夜間及び休日のパト
ロールを実施
・ヘリコプターによる上空監視及びセスナ機による
啓発広報
・不法投棄防止用カメラによる監視活動を実施

警察ＯＢ４名を監視指導員として採用し、産業廃棄物の不適正処理や不法
投棄等に対する監視・指導を実施（立入、指導件数年２,２１２件）

航空機による上空監視、休日夜間のパト
ロール、不法投棄防止用監視カメラの活用
等により、不法投棄を防止する

家庭ごみの組成分析調査を実施する

使用済み小型家電リサイクルを実施する

一般廃棄物対策課

隔年実施のため平成２９年度は未実施

一般廃棄物処理施設（焼却処理場・資源循環型廃棄
物処理施設、粗大ごみ処理施設、最終処分場等）の
適正な運営

廃棄物処理法、自動車リサイクル法に基づき、事業
者への許可、指導、立入調査を実施
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　●基本目標４　地球温暖化対策の取組により、低炭素社会が形成されたまち

◆分野別目標１：温室効果ガス削減の取組を推進します

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

Ｈ３０年度計画 Ｈ３１年度計画 H３２年度計画 担当課

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 継続実施 交通政策課

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 継続実施 交通政策課

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

【基本方針】：低炭素社会の実現に向けては、すべての主体が地球温暖化問題に対する意識を高め、実際に行動することが、大きな推
進力になります。限りある資源とエネルギーを大切にし、自然環境との調和を図る、環境にやさしいライフスタイルの普及が必要不可欠
です。
　低炭素社会の形成を目指し、すべての市民・事業者・行政が自ら率先して省エネルギーの徹底や温室効果ガス排出の少ないエネル
ギーへのシフトを心がけ、市全体の温室効果ガス排出量を削減するよう努めます。

市民や事業者に対して、マイカー利用の抑制の
ための啓発を行う

【再掲No.221】庁内でノーマイカーデーを年１回実施実施
（５月取組率:８３.７%）

ノーマイカーデーの実施
（庁内で年１回実施）

施策ＮＯ． 事業の概要

・区域施策編－クールくらしきアクションプラン－
の概要版の配布
・中小事業者向け、くらしき省エネセミナーを開催

●「グリーンくらしき
エコアクション」の普
及による、暮らしの中
での省エネルギーへの
取り組みを推進する
●公共交通機関や徒
歩・自転車によるエコ
移動等の推進を通じ
て、無駄のないエネル
ギー消費を心がけるこ
とにより、家庭からの
温室効果ガスの排出抑
制を推進する

公共交通機関や徒歩・自転車によるエコ移動を
推進する

【再掲No.221】バス利用の意識啓発（バスの乗り方やマナー、運賃の支払い方法等に
ついて、小学生にバス教室を実施　小学校８校、７４３人参加）

ＮＰＯ等との連携によるイベント開催など、市
民への啓発と温室効果ガス削減の取組を推進す
る

No.411
ライフスタ
イルの見直
しによる温
室効果ガス
の排出抑制

・【再掲No.221】スマート通勤岡山への参加（１０月）
・【再掲No.221】市職員チャレンジ・エコ通勤（正式実験）実施
参加者９名

Ｈ２９年度計画

・出前講座の実施
・こどもエコライフチャレンジの実施
・ＳＴＯＰ温暖化くらしきの実施
・COOL CHOICEの啓発・取組みの推進など

小学生を対象としたバス教室を実施

・スマート通勤岡山への参加
・市職員チャレンジ・エコ通勤の実施

・ゴーヤ、アサガオ等の種、苗の配布
・グリーンメイトの登録呼びかけ
・緑のカーテンコンテスト実施

Ｇ－ＫＥＡ改訂版を活用した普及啓発

「倉敷市地球温暖化対策審議会」による進行管理
倉敷市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改
定

Ｈ２８年度実績

・区域施策編「クールくらしきアクションプラン」の概要版を市民や事業者に配布し
た。
・【再掲No.141】中小事業者向け、くらしき省エネセミナーを開催し、クールくらし
きアクションプランの周知を図った。（参加者数５５人）

「くらしきグリーンメイト（緑のカーテン推進
員）」とともに緑のカーテンを普及促進する

・グリーンメイトの登録呼びかけ（登録者数２０６人）
・緑のカーテンコンテスト実施（市民５４作品、事業者１９作品）
・市民にゴーヤや朝顔の種を６,０００袋、苗６００本配布

平成２２年度に策定した「倉敷市地球温暖化対
策実行計画（区域施策編）」を、市民・事業者
に対して周知・徹底を図る

市民、事業者、行政等の協働により「倉敷市地
球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の進行
管理を実施する

Ｇ－ＫＥＡ改訂版を各種環境イベントで広く配布し、普及啓発を実施した。
また、市広報紙における環境月間特集として、Ｇ－ＫＥＡの内容を周知した。

「グリーンくらしきエコアクション」（Ｇ－Ｋ
ＥＡ）の普及定着による、低炭素型ライフスタ
イルへの転換を図る

・地球温暖化対策に係る出前講座実施（２件）
・伊東家の省エネ体験（イオンモール倉敷で実施）（１２回）
・こどもエコライフチャレンジの実施（小学校４校実施）
・環境交流スクエアで温暖化対策啓発イベント「ＳＴＯＰ温暖化くらしきミーティン
グ２０１６」の実施（参加者数約１５０人）

「倉敷市地球温暖化対策協議会」を設置し、計画の進捗状況等について協議した。
（１回実施）

◆目標とする指標 
 

 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 
家庭で温暖化対策「グリーンくらしきエコアクション」

に取り組んでいる人の割合 
24.6% 19.1% 18.5% 

 
39% 53% 

2 
温暖化対策「グリーンくらしきエコアクション」に取

り組んでいる企業の割合（隔年調査） 
5.5% － －   － 50% 80% 

3 
市全域から排出される温室効果ガス（ＣＯ２）の削減

割合（２００７年度比） 

【平成 19 年度】 
39,573 千ｔ 

【平成 24 年度】 
16.0％削減 

【平成 25 年度】 
12.5％削減 

 
【平成 24 年度】 

６％削減 
12％削減 

倉敷みらい創生戦略

にあわせ、３１年度の

目標となっています。
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

Ｈ３０年度計画 Ｈ３１年度計画 H３２年度計画 担当課施策ＮＯ． 事業の概要 Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 継続実施 環境政策課

新規 継続
平成３０年度

まで
環境政策課

倉敷市公共施設低炭素配慮指針による運用継続

倉敷市公共施設低炭素配慮指針に基づき、公共
施設の低炭素化を推進する

カーボン・マネジメント強化事業実施
ＣＯ２削減ポテンシャル診断事業委託実施（３カ
所）
 ※国の１００％補助事業

運輸・民生部門の省エネ、省ＣＯ２対策を推進
するため、市民への設備等の購入に対して助成
を行う

カーボン・マネジメント強化事業実施
ＣＯ２削減ポテンシャル診断事業委託実施（３カ所）
 ※国の１００％補助事業

No.412
省エネル
ギー設備等
の導入によ
る温室効果
ガスの排出
抑制

●省エネルギー機器・
設備の積極的な導入や
エネルギー源のシフト
等を推進し、市全体で
の温室効果ガスの排出
抑制に努める

倉敷市公共施設低炭素配慮指針の運用
（指針の周知、新エネや省エネ機器の導入実績の情報共有や勉強会を目的に倉敷市公
共施設低炭素化検討委員会を１回開催）

【再掲No.221】充電設備の設置費補助制度電気自動車充電設備の整備を推進する 充電設備の設置費補助制度を実施

・環境イベント等で電気自動車を展示及び電源とし
て活用
・環境交流スクエアに設置する簡易水素ステーショ
ン及び市が導入する燃料電池自動車を活用した普及
啓発を実施

・電気自動車等や充電設備への補助
・燃料電池自動車（ＦＣＶ）を補助対象に追加

市が所有する電気自動車等を活用して、市民へ
電気自動車の普及啓発を行う

環境イベント等で電気自動車を展示及び電源として活用

【再掲No.221】電気自動車等（９４台）への補助を実施した。
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　●基本目標４　地球温暖化対策の取組により、低炭素社会が形成されたまち

◆分野別目標２：地域特性を活かした再生可能エネルギーの積極的利用により、資源・エネルギー循環型の社会を目指します

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

新規 継続 １００件補助予定 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続 環境政策課

環境政策課

継続 継続 環境政策課

継続 継続
倉敷市立児島市民
病院

No.422
公共施設へ
の再生可能
エネルギー
設備の率先
導入

●市の事務事業活動か
ら排出される温室効果
ガスの排出削減を目指
す
●公共施設に太陽光発
電システムを始めとし
た、再生可能エネル
ギー設備を率先して導
入し、再生可能エネル
ギーの普及啓発に努め
る

関係各課

公共施設の省エネルギー対策を実施する
【公共施設への環境配慮技術の導入（市立学校を除く】

○児島市民病院の新病院建設
環境配慮技術の導入、ＬＥＤ照明の採用、屋上庭園及びＬ
ow-Ｅ複層ガラスによる熱負荷の低減等
　・建設工事実施

計画的実施
・「節電くらしきガイドライン」を配布し、全庁で節電を
実施

市の事業活動に伴うエネルギー使用量を把握す
るとともに、省エネ中長期投資計画を策定す
る。

住宅用燃料電池システムを設置した家庭に助成
を行う

倉敷市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）
の推進

ＳＴＯＰ温暖化くらしき実行委員会構成団体により、
各種イベントへ出展し普及啓発を実施した。

補助事業者の排出削減分をクレジット化し、
「Ｊ－クレジット制度」を活用した温室効果ガ
ス削減事業を実施する

Ｇ－ＫＥＡ改訂版を各種環境イベントで広く配付し、普及
啓発を実施した。
市広報誌における環境月間特集として、Ｇ－ＫＥＡの内容
を周知した。

Ｇ－ＫＥＡ改訂版を各種環境イベントで広く配付し、
普及啓発を実施した。
市広報誌における環境月間特集として、Ｇ－ＫＥＡの
内容を周知した。

【再掲No.411】「グリーンくらしきエコアク
ション（Ｇ－ＫＥＡ）」の普及定着による、低
炭素型ライフスタイルへの転換を図る

No.421
家庭への再
生可能エネ
ルギー設備
の導入促進

継続

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

計画的実施

継続実施

継続実施

くらしきサンサン倶楽部３,４２７世帯分３,１３７ｔのク
レジットを創出（売却実績５,３３９ｔ）

Ｈ３１年度計画

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策ＮＯ． 事業の概要

継続実施

【基本方針】：「晴れの国おかやま」という太陽エネルギーの利用に有利な気象条件や、電気自動車の生産地である等、地球温暖化対
策の鍵となる特性を有しており、これらの地域特性を活かした、資源・エネルギー循環型の社会を目指します。

●民生家庭部門からの
温室効果ガスの排出削
減を図るため、支援制
度や普及啓発などを通
じて、積極的に住宅用
太陽光発電システムの
導入を推進していく
●その他の再生可能エ
ネルギー設備について
も、市民生活に適した
設備の導入が進むよう
に普及啓発等を行って
いく

計画の推進

継続

・エネルギー使用量の把握
・省エネ中長期投資計画の策定
・施設設備機器台帳、管理標準の作成･更新
・再生可能・未利用エネルギーの検討
・エネルギー管理規定の運用
・電気需要平準化の対策

倉敷市が定める認定基準に適合する低炭素住宅
「次世代エコハウス」に対する助成を行う

２６件の補助を実施した。

住宅用太陽光利用システムを設置した家庭に助
成を行う

住宅用太陽熱温水器を設置した家庭に助成を行
う

４０件の補助を実施した。

再生可能エネルギー（太陽光発電システム以
外）設備の導入が進むよう普及啓発を行う

Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績

既築住宅に対し、４２６件の設置補助を実施した。

４５件補助予定

・エネルギー使用量の把握
・省エネ中長期投資計画の策定
・施設設備機器台帳、管理標準の作成･更新
・再生可能・未利用エネルギーの検討
・エネルギー管理規定の運用
・電気需要平準化の対策

ＳＴＯＰ温暖化くらしき実行委員会構成団体により、各種
イベントへ出展し普及啓発を実施した。

４０件補助予定

・既築住宅　３５０件の補助予定
・集合住宅　２件の補助予定

５６件の補助を実施した。

くらしきサンサン倶楽部が削減したＣＯ２を販売

継続実施

倉敷市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)に基づく省エ
ネ・温暖化対策の推進

・「節電くらしきガイドライン」を配布し、全庁で節
電を実施

【公共施設への環境配慮技術の導入（市立学校を除
く】

○児島市民病院の新病院建設
環境配慮技術の導入、ＬＥＤ照明の採用、屋上庭園及
びＬow-Ｅ複層ガラスによる熱負荷の低減等
　・建設工事実施

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 住宅用太陽光発電システム設置件数 3,852 件 14,209 件 15,338 件  10,000 件 28,000 件 

2 公共施設の太陽光発電システム設置 kw 数 90ｋＷ 549.6kＷ 639.4kＷ  250ｋＷ 500ｋＷ 
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課Ｈ３１年度計画施策ＮＯ． 事業の概要 Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画Ｈ２８年度実績

継続 継続 公有財産活用室

保育・幼稚園課

教育企画総務課

教育施設課

教育施設課

公園緑地課

継続 継続 教育施設課

継続 継続 環境政策課

継続 継続
倉敷市立児島市民
病院

継続 終了 環境施設室

継続 継続
下水計画課
下水施設課

継続 継続 継続実施 環境政策課

継続 継続 環境政策課

No.422
公共施設へ
の再生可能
エネルギー
設備の率先
導入

●市の事務事業活動か
ら排出される温室効果
ガスの排出削減を目指
す
●公共施設に太陽光発
電システムを始めとし
た、再生可能エネル
ギー設備を率先して導
入し、再生可能エネル
ギーの普及啓発に努め
る

事業終了

【再掲No.322】
水島清掃工場基幹的設備改良工事については平成２８年度
をもって工事完了。これにより，水島清掃工場の長寿命化
及び地球温暖化対策に資する改良を行うことができた。

・ライフパーク倉敷、消防局倉敷消防署合同庁舎、児島消
防署の３施設を継続した。
・児島支所、玉島支所、真備支所の３施設を運用開始し
た。
・芸文館について提案を募集した。

継続実施

継続実施

【再掲No.412】倉敷市公共施設低炭素配慮指針
に基づき、公共施設の低炭素化を推進する

・公共施設に生垣を植栽する。（大高小学校）

・小学校庭の芝生化（本荘小学校・薗小学校）及び維持管
理を行った。（Ｈ２８末現在：累計１４校）

倉敷市公共施設低炭素配慮指針の運用
（指針の周知、新エネや省エネ機器の導入実績の情報共有
や勉強会を目的に倉敷市公共施設低炭素化検討委員会を１
回開催）

倉敷市公共施設低炭素配慮指針による運用継続

カーボン・マネジメント強化事業実施
ＣＯ２削減ポテンシャル診断事業委託実施（３カ所）
 ※国の１００％補助事業

カーボン・マネジメント強化事業実施
ＣＯ２削減ポテンシャル診断事業委託実施（３カ所）
 ※国の１００％補助事業

・ESCO事業運用施設
　（ライフパーク倉敷、消防局倉敷消防署合同庁舎、
児島消防署、児島支所、玉島支所、真備支所）
・芸文館のＥＳＣＯ優先交渉権者と契約締結し、工事
に向けて準備を行う。
・他施設の導入可能性について検討する。

・児島下水処理場消化ガス発電事業（７５kＷ)を平成２７
年度より開始し、引き続きＣＯ2の排出量を削減する。
・追加で２機設置し、合計１２５kＷの発電を開始
・Ｊクレジット申請及び承認

発電事業（１２５kＷ)とともに、Ｊクレジット創出

【公共施設への太陽光発電設備導入（市立学校を除く】

○児島市民病院の新病院建設
　　太陽光発電パネルを屋上に設置
　　　発注準備と業者選定
　　　新病院建設工事着手

継続

【公共施設への太陽光発電設備導入（市立学校を除
く】

○児島市民病院の新病院建設
　　太陽光発電パネルを屋上に設置
　　　新病院建設工事

継続実施

公共施設へ再生可能エネルギー設備を導入する

・学校・園の壁面緑化

継続

・公共施設のブロック塀を生垣に更新（本荘小学校）

【市立学校への太陽光発電設備導入】
・倉敷西小学校（１０kＷ）完成
・玉島小学校（１０kＷ）完成

【再掲No.141】公共施設等の屋根及び土地貸しによる太陽
光発電システム
　　○粒江小学校児童クラブ（落成）

・小学校庭の芝生化（倉敷西小学校・玉島小学校・旭
丘小学校）及び維持管理

【再掲No.121】公共施設の壁面緑化等を推進す
る

（倉敷流ESCO事業）公共施設の省エネルギー対
策を実施する

・保育園及び認定こども園庭の芝生維持管理を行った。
（Ｈ２８末現在：累計１３園）

・学校・園の壁面緑化（全ての市立学校・幼稚園計１４４
校園で実施）

・保育園庭の芝生化(大内保育園)及び芝生維持管理

H30まで

拡大検討

・幼稚園庭の芝生の維持管理・幼稚園庭の芝生の維持管理（Ｈ２８度現在：累計３園）

継続実施

【市立学校への太陽光発電設備導入】
・南中学校（１０kＷ）着工
・東陽中学校（１０kＷ）着工

公共施設等の屋根及び土地貸しによる太陽光発電シス
テム
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　●基本目標５　市民一人ひとりが、環境意識を持ち行動するまち

◆分野別目標１：環境教育・環境学習を推進し、環境意識を持ち行動できる人を増やします

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

継続 継続 環境政策課

新規 継続 環境政策課

環境政策課

各関係課

継続 継続 市民活動推進課

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

【基本方針】：これまでの環境学習の機会をさらに充実させるとともに、環境学習・環境活動を支える人材（地域・ＮＰＯ）の育成
を図ることで、人間と環境との関わりについて正しい知識をもち、自らが責任をもって、持続可能な社会づくりに主体的に参加
できる人を増やすことを目指します。

環境に関する情報の収集及び適切な情
報の提供を行う

・ＨＰ、くらいふブログの充実
・広報紙（広報くらしき、パワフルキッズ等）
・記者クラブ、小中学校等への情報提供
・環境関連の講座やイベント情報のメールマガジン配信

自然史博物館事業の推進

No.511
環境学習の
機会の提供

市民学習センターや公民館での環境学
習講座の充実を図る

Ｈ２８年度実績施策ＮＯ． 事業の概要

継続

継続

継続

継続

自然観察会・環境保全活動等に対する助成（市民企画提案事
業） 継続実施

・「倉敷市」５０周年記念事業 第２６回特別展「チョウきれ
い！チョーたのしい！昆虫展」、高梁川流域連携中枢都市圏事
業 夏の企画展「ティラノが成羽にやってきた！　－化石は太古
の生き物図鑑」（会場：高梁市成羽美術館）を開催
・特別陳列「草地功地学標本コレクション展－その１－」「鳴
く虫サロン」「新着資料展２０１７」「第２５回しぜんしくら
しき賞作品展」を開催
・「倉敷まちかど博物館」の貸出設置
・「倉敷市立自然史博物館研究報告」の発行（６００部）
・専門分野の寄稿・講演
・自然史資料の収集
・市民が幅広く参加できる自然観察会、講座等を開催する。
・「友の会」による自然観察会等の開催を援助する。
・自然に関する問い合わせ対応
・外部への講師派遣
・「１１月３日は自然史博物館まつり」を開催
など

流域市町の小中学校の利用について、受入れる。

・ＨＰの充実
・広報紙
・記者クラブ、小中学校等への情報提供
・環境関連の講座やイベント情報をメールマガジン配信　等

継続実施

継続実施

●子どもから大人まで
多くの市民が身近なと
ころで、環境学習や実
践活動の場や機会が多
様な形で存在するよ
う、これまでの、講演
会、環境イベント、自
然観察会、出前講座の
拡充を図る
●公民館等の社会教育
施設を地域での環境教
育の場として、より一
層の充実を図ること
で、幅広い環境学習の
場の提供に努める
●環境監視センター、
クルクルセンター、自
然史博物館などの環境
学習施設の整備・充実
を図る
●市民・市民公益活動
団体、事業者、行政等
の各主体が連携して、
地域等で自主的な環境
教育が実施できるよう
に、環境に関する必要
な情報の収集及び提供
に努める

継続

継続

環境交流スクエア西棟４階に設置した「環境学習センター」を環境学習の拠点施
設として活用
（エコライブラリー・エコギャラリー・環境学習教室の施設利用実績６,４４５
人、イベント・講座等参加者数１２,７２８人）

継続

市民公益活動団体が行う、環境保全活
動・教育・啓発のための事業への一部
助成を行う

【再掲No.111】自然観察会・環境保全活動等に対する助成（市民企画提案事業）

環境学習センターでの環境学習・講座
等の充実を図る

流域連携事業として、各学校の平成２９年度の学習計画策定に間に合うよう、平
成２９年１月に関係市町の教育委員会、小中学校へ「倉敷市環境学習センター」
の利用案内を送付した。

市民学習センターや公民館で、環境政策課と連携したくらしき市民講座「ごみに
ついて学ぼう！～生まれ変わるよ！リサイクル体験～」など環境をテーマにした
さまざまな講座を実施。市民学習センターでは４講座実施し、６９名の方が受講
した。

・特別展「金銀銅の自然史」、Ｇ７倉敷教育大臣会合応援事業・美術館ルネサン
ス事業「発掘された過去・現在・未来」を開催
・特別陳列「近藤光宏昆虫コレクション展」「おりがみ昆虫展 Origami
Insects」「秋の鳴く虫展」「新着資料展２０１６」「第２４ 回しぜんしくらし
き賞作品展」を開催
・「倉敷まちかど博物館」の貸出設置（１２施設に４１台）
・「倉敷市立自然史博物館研究報告」の発行（５５０部）
・専門分野の寄稿・講演（１２２件）
・自然史資料の収集（標本約４８,３９０点、文献１,０９５点）
・市民が幅広く参加できる自然観察会、講座等を開催（５０件）
・「友の会」による自然観察会等の開催を援助（１２件）
・自然に関する問い合わせ対応（１,１９７件）
・外部への講師派遣（４６件）
・「１１月３日は自然史博物館まつり」を開催（参加者１２,３８９人）
など

継続

・講演会、環境イベント等への出展、
自然観察会、出前講座、環境学習講座
等の充実を図る

・環境フェスティバル（体験型環境学習、エコフードコーナーなどのイベントを
実施：約３,５００人参加）
・【再掲No.113】水辺教室（高梁川河川敷 水江の渡し）を実施（３８人参加）
・【再掲No.113】海辺教室（児島通生の海岸）を実施（３０人参加）
・各種出前講座の実施（１７件１,２８５人参加）
・【再掲No.411】ＳＴＯＰ温暖化くらしきミーティング２０１６（地球温暖化対
策啓発イベント：約１５０人参加）
・【再掲No.141】省エネセミナー（講演会：５５人参加）

Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画

継続実施

継続実施

・環境フェスティバル
・海辺、水辺教室
・自然観察会
・エコサマースクール
・各種出前講座の実施
・各種環境学習講座の実施
・ＳＴＯＰ温暖化くらしき２０１７

環境学習センターなど関係部局と連携するなどして、市民学習
センター及び公民館で１０講座程度予定

継続実施環境学習の拠点施設として充実を図る。

継続実施 自然史博物館

環境政策課

市民学習センター

Ｈ３１年度計画

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 
「もったいない」意識を共有している社会が出来てい

ると思う人の割合 
6.0% 8.4% 5.8% 

 

12% 30% 

2 
環境学習等で学んだことを、日常生活の中で実践して

いる人の割合 
4.0% 2.9% 4.2% 

 

10% 20% 
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主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課Ｈ２８年度実績施策ＮＯ． 事業の概要 Ｈ３０年度計画Ｈ２９年度計画 Ｈ３１年度計画

継続 継続 企画経営室

継続 継続 環境政策課

環境政策課継続

・環境学習センター登録団体連携事業（夏休み宿題応援団、海辺のエコしらべ、
八間川調査隊等を実施）
・環境学習センター登録団体による会議室や展示室の無料使用（実績延べ１１０
件）
・環境学習センター登録団体又はエコライブラリー利用登録者に環境学習用器材
（ワットチェッカー、燃費計、小型顕微鏡等）の無料貸出
・【再掲No.411】グリーンメイトの登録呼びかけ（登録者数：２０６人）
・市内高校生を環境フェスティバル運営スタッフとしてボランティア受入（４１
人）

・環境学習センター登録団体連携事業
・環境学習センター団体登録制度
・環境学習用器材貸出
・グリーンメイトの登録呼びかけ
・高校生社会貢献活動推進事業（市内の高校生を環境フェス
ティバルのボランティア運営スタッフとして受入）

継続 継続実施

行政、企業、市民団体等が情報共有や
取組を共有できるネットワークの形成
をめざす

・ＳＴＯＰ温暖化くらしき実行委員会（事務局：環境学習セン
ター）
・倉敷市地球温暖化対策審議会（事務局：地球温暖化対策室）
・環境学習を通じた人材育成・まちづくりを考える協議会（事
務局：公益財団法人　水島地域環境再生財団）への参画　など

継続実施

高梁川流域７市３町の大学・企業・各
種団体等によるネットワーク組織に
よって，流域の自然，歴史・文化，産
業，町並み等をテーマとした学校教育
の補完や企業研修等を実施.。圏域の
将来を担う人材育成とコミュニティの
意識向上を図る。

・【再掲No.411】ＳＴＯＰ温暖化くらしき実行委員会（事務局：環境学習セン
ター）
・【再掲No.411】倉敷市地球温暖化対策推進協議会（事務局：地球温暖化対策
室）
・環境学習を通じた人材育成・まちづくりを考える協議会（事務局：公益財団法
人　水島地域環境再生財団）への参画　など

平成２８年度に実施した１０事業に「地域循環共生圏人材育成
事業」「こども造形ひろば」「高梁川流域林間・臨海学校プロ
グラム調査開発」の３事業を加えた１３事業で実施する。
一般社団法人高梁川流域学校に対し助成を行う。

継続実施

倉敷市を含む高梁川流域圏域において計１０事業を実施し，延４,１００人が参加
した。主な取組として，備中の伝統文化の発信と人材育成，後世への継承を目的
とした「備中志塾」のほか，風土ツーリズムの開発等を行う「高梁川トレイ
ル」，希少種生物の保護及び自然生命の循環を学習する「ＳＡＶＥＪＡＰＡＮプ
ロジェクト」などを実施した。

地域の環境学習活動を推進するための
市民パートナーの養成や活動支援に努
め、市域全体の環境保全活動の活性化
を図る

No.512
環境学習や
環境活動を
支える人
（地域・Ｎ
ＰＯ）の育
成

●地域における環境活
動を先導するコーディ
ネーターや、環境学習
を推進する指導者の育
成や活動支援に努める
●市からの情報提供を
充実させるとともに、
地域や事業者が環境に
関する取り組みや情報
を共有することができ
るネットワーク形成を
目指す
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　●基本目標５　市民一人ひとりが、環境意識を持ち行動するまち

◆分野別目標２：次世代を担う子どもたちへの環境教育を充実し、行動できる人を育てます

主要な施策の内容
H27

からの
区分

H28
からの
区分

H３２年度計画 担当課

市民活動推進課

継続 継続 教委・指導課

継続 継続 環境政策課

農林水産課

少年自然の家

継続 継続 環境政策課

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

【基本方針】：家庭、学校、地域など多様な場で、それぞれの発達段階に応じた環境教育を推進し、また、家庭、学校、地域、事業者が相互
に連携した取組を行うことにより、将来を担う子どもたちが環境に配慮した行動のよき実践者となるように、環境教育・環境学習の推進を目
指します。

No.521
これからの時
代を担う子供
たちの環境教
育の充実

●環境を大切にし、
より良い環境づくり
や環境の保全に配慮
した望ましい行動が
とれる実践力を育成
するため、学校、家
庭、地域、事業者と
連携を図りながら、
環境教育の充実に努
める
●子どもの発達段階
に応じた環境学習プ
ログラムづくりや本
市の山、川、海の自
然環境を活かした体
験型学習プログラム
づくりを進め、継続
的に環境教育を推進
できるよう努める
●小中学校を対象と
した出前講座などに
より、学校での環境
教育を支援する

施策ＮＯ． 事業の概要

環境政策課

継続

継続
・こどもエコライフチャレンジ
・出前講座「くらしきの淡水魚」 継続実施

・自然の中で仲間と一緒に共同生活することによって自主性
や協調性を養うとともに、自然の大切さや雄大さを体感する
ことによって環境保護の意識醸成を図る。
・豊かな自然環境の中で親子でふれあう「由加わいわいキャ
ンプ」や不登校児等を対象とした「さわやかデー由加山の
旅」など８回の自主事業を開催する予定

漁業体験学習

Ｈ３１年度計画

環境政策課

環境政策課

Ｈ３０年度計画Ｈ２８年度実績 Ｈ２９年度計画

・【再掲411】こどもエコライフチャレンジ（市内６小学校で実施）

継続・拡大

継続実施

継続実施

・「自然保護」「水質・大気」「地球温暖化対策」といった３つのカ
テゴリに分けたプログラムを作成し講座を実施
・【再掲511】子ども向けに夏休み講座として「エコサマースクー
ル」を実施。地元企業との連携講座も含め拡大して実施する。

全小・中学校で、環境教育全体計画、指導計画に基づき、教科や総合
的な学習の時間を中心に環境教育に取り組んだ。

・【再掲113】海辺教室（児島通生の海岸）を実施（３０名参加）

全小・中学校で、環境教育全体計画、指導計画に基づき、教
科や総合的な学習の時間を中心に環境教育に取り組む。

・水辺教室
・海辺教室

・【再掲511】小中学生に対する環境学習（子ども向け夏休み講座、
出前講座、体験学習など）

継続実施

市民団体等と連携して、出前講座を実施す
る

山、川、海の自然環境を活かした体験型学
習プログラムづくり

広報、事務局の支援等を通じ、「こどもエ
コクラブ活動」の支援を実施する

広報、会員登録受付、環境に関する情報の提供等を行った。

継続

継続

継続
・【再掲411】こどもエコライフチャレンジ（市内４小学校で実施）
・【再掲112】出張講座「くらしきの淡水魚」（自然保護団体等と協
力）

漁業体験学習（小学生・保護者２５組参加　など）

・少年自然の家で、小中学校の山の学習、自然教室など９０校の学校
行事の受入れを実施し、自然の中で仲間と遊び、自然に親しんだ。
（テント設営、野外炊事等）
・倉敷市少年自然の家主催事業として「由加わいわいキャンプ」「親
子で秋の思い出づくり」「早春のつどい」など８回の自主事業を開催
した。

・【再掲113】水辺教室（水江の渡し）を実施（３８名参加）

・【再掲111】市民企画提案事業（自然観察会、環境保全活動など）

発達段階に応じた環境学習プログラムづく
り

企業、市民団体等と連携した、環境教育を
推進する

各学校が計画的に教科学習や体験的な学習
に取り組み、環境教育を充実する

ＨＰ等による広報、会員登録受付、環境に関する情報の提供
等を行う。

継続実施

継続

・こどもエコライフチャレンジ
・小中学生への環境学習機会の提供

・市民企画提案事業（自然観察会、環境保全活動など)

継続実施

・「自然保護」「水質・大気」「地球温暖化対策」といった
３つのカテゴリに分けたプログラムを作成し講座を実施予定
・子ども向けに夏休み講座として「エコサマースクール」を
実施予定

継続・拡大

◆目標とする指標 

番号 項   目 
基準値 実績値 実績値 基準値から

の傾向 
めざそう値 

Ｈ２１ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２７年度 Ｈ３２年度 

1 自然がかけがえの無い大切なものだと感じている子どもの割合 71.7% 77.4% 79.9% 

 

80% 95% 

2 「もったいない」意識をもち、物を大切にしている子どもの割合 31.4% 45.2% 44.8% 

 

45% 65% 

3 自然にふれる活動に参加している子どもの数 14,537 人 15,522 14,543 人 

 

17,500 人 19,700 人 
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